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序

埼玉県を縦貫する関越自動車道は、県西南部首都圏から北部農村地梢にかけて

約71kmに亘 ります。

すでに、東松山市までは昭和50年に完成し、現在では群馬県前橋市に至る区間

が供用を開始しております。

周知のごとく、埼玉県内の比企、大里、児玉地域は埋蔵文化財包蔵地が多く、

このため、文化財を極力さける方策は、県と公団側で慎重に協議が重ねられまし

たが、 29ヵ所の遺跡についてはやむなく発掘調査を実施せざるを得ませんでし

た。

調査は、 日本道路公団の委託を受けて、埼玉県教育委員会が直営で、整理作業

は、 財団法人埼玉県埋蔵文化財調壺事業団が、 引き続き公団の委託を受け実梅し

たものであります。

本書は、美里村、岡部町所在の清水谷、安光寺古墳群、北坂 3遺跡の報告書で

あります。

この記録が完成するまでに、多くの御協力をいただいた 日本道路公団東京第二

建設局、同東松山工事事務所はもとより、美里村、岡部町両教育委員会、 地元関

係各位に改めて深く感謝いたします。

なお、すでに木県内閃越自動車道は開通しており、残された整理記録作成作業

を連やかに進捗させたいと存じます。

昭和 56年 3 月

財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長関根 秋男





例 目

1. 本書は関越自動車道にかかる、児玉郡美里村、大里郡岡部町地区に所在する

清水谷遺跡、安光寺古墳、北坂遺跡（昭和51年、委保第 5の2655号）の発掘調

査報告書である。

2.調府は日本道路公団の委託により、埼玉県教育委員会が昭和51年 5月10日か

ら昭和52年 1月28日に亘って実施し、整理、報告書作成作業は財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団が昭和55年度に受託し、実施した。

なお、調査の組織は 4ページに示したとおりである。

3. 出土品の整理および図の作成は増田逸朗、水村孝行、中島宏、鈴木仁子が主

にあたった。

4. 発掘調査における写真は増田、水村、宮崎朝雄（清水谷遺跡、安光寺古墳）、

水村、中島（北坂遺跡）が、遺物写真は水村、中島が撮影した。

5. 本書の執筆は横）11好富、増田逸朗、水村孝行、中島宏、鈴木仁子、島村範

久があたった。分担は次のとおりである。

増田 n、Ill一(1)(5)、IV―1(1) 3 、 V 一(5) 、 VI — 3 、 4(3) 

7K木寸 l』--（6)i、IV--（4)i、V -(1)(2)、VI - 1 (1)(2)(3) 

中島 l - 2、lilー 12、IV―(2)(4)ii、 V~(3)~(8) 、 VI ー 2 4 (1)(2) 

横川 l- 1 鈴木 ill一(2)(3)(4)遺物 島村 IV―2(3) 

6. 本書の編集は埼玉県埋蔵文化財調査事業団、調査研究部第四課職員があたり

横川好富が監修した。

7. 本書を作成するにあたり下記の方々から御教示、御助力を得た。

浅野晴樹、石岡憲雄、犠崎一、井上 肇、梅沢太久夫、大塚達朗、小川良祐

加藤普平、上条朝宏、倉田芳郎、小林達雄、笹森健一、 谷井 彪、 鶴丸俊明

土肥孝、中村倉司、松本富雄
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1 発掘調査の概要

l 発掘調査に至る経過

関越自動車道新潟線は、東京都練馬区を起点として、本県の川越市・東松山市・上里町を経て群

馬県・新潟県新浪市に至る 310kmの高速道路である。すでに、東京川越市間は、昭和46年12月に、

また、川越市東松山市間は昭和50年8月に供用が開始されている。埼玉県内のこの供用区間の埋蔵

文化財包蔵地の発掘調査は、東京川越市間 2遺跡を埼玉県遺跡調査会が、また、 川越市東松山市の

12遺跡を埼玉県教育委員会が直営で実施し、すでに調査報告書が刊行されているところである。

さて、東松山市から県境の児玉郡上里町に至る、いわゆる東松山以北については、昭和44年4月

埼玉県行政推進対策委員会高速自動車道部会幹事会において、 5万分の 1の地形図に基本計画ルー

トが示された。この案を、昭和36年度に実施した、埼玉県埋蔵文化財包蔵地分布図と照合すると、

20箇所の遺跡と、埼玉県指定史跡杉山城跡（嵐山町）と十条条里遺跡（美里村）が含まれていた。

そこで、この基本Iレートに対する文化財保護側の意見を次のようにとりまとめ、高速自動車道部

会長（企画部長）あて提出した。

1. 県指定史跡杉山城跡、県指定史跡十条条里遺跡のルートの変更を検討されたい。

2. その他のルート内に所在する埋蔵文化財については、事前調査、発掘調査等により対処可能

と思われる。

3. 出土品が多量にあると予想されるので、資料館・陳列館等の建設による保存について考慮し

てもらいたい（サービスエリア内でも可）。

4. 当面事前調査が必要となる関係箇所が多いので、計画的に調査できるよう検討する必要があ

る。

関越自動車道東松山以北のルートは、丘陵上・丘陵裾部・平野地帯を約36キロメートルにわたっ

て建設されるもので、かなり多くの埋蔵文化財包蔵地が所在するものと予想されたので、昭和45年

度、文化庁から国庫補助金の交付を受けて、改めて分布調査を実施した。この調査は、県内の考古

学研究者を調査員に委嘱して実施したもので、基本計画ルート の東西約 2キロメ ートルの範囲を対

象にした。その結果、 244箇所の遺跡が確認され、 Jレー トをどのように変更しても、かなりの遺跡

が建設用地内に入ることが確実となった。

昭和45年 5月、埼玉県行政推進対策委員会高速道路部会幹事会において、建設省関東地方建設局

から、 5千分の 1の図面によるルート説明、さらに、本年 6月上旬には、日本道路公団に事業を委

託することになっている、との説明があった。一方、この 5千分の 1のJレート図は、県道路建設課

にある地図によ って各課が検討することにし、重大な支障のある場合は、 5月中に、県企画課を通

して建設省へ通知する ことになった。

それから約 1年が経過。昭和46年4月、行政推進委員会高速道路部会幹事会において、関越自動

車道建設計画にかかる東松山市～上里町間の関連公共事業調査について日本道路公団との打合せ会
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が行われ、同年8月以降、関係各課による調査が開始された。この年、県教育局内の組織改正が行

われ、社会教育課から文化財係が分離し、文化財保護室が新設され、まだ日本道路公団高速道路建

設局と協議の最中であった関越自動車道川越市～東松山市間と平行して、文化財第二係がこの事務

に当たった。さて、関連公共事業調査で、文化財保詭室が担当した調査は、 5万分の 1の地形図上

にルート案のセソクー両側 2キロメー トル、 さらに 2千分の 1の平面図でセンターの両側 100メー

トルに所在する埋蔵文化財を調べることであ った。 この調査の結果、 5万分の 1の地形図を利用し

たセソター両側 2キロ メー トルでは 112箇所の埋蔵文化財が、またセンクーの両側 100メー トルの

範囲では、 23箇所の埋蔵文化財が含まれていることを確認し、 一応この結果を日本道路公団に通知

し、埋蔵文化財については、損傷を最少限度にとどめて 1レー トを決定するよう要望した。

この間、 日本道路公団は、県指定史跡杉山城跡及び十条条里遺跡をルートから大きくはずす努力

がなされた。

昭和47年 4月、 日本道路公団高速道路建設局から千分の 1乎面図（設計図）が届けられ、本線内

の遺跡分布確認調査が文化財保護室第二係の職員によ って東松山側と上里町側からの二班に分かれ

てセンター杭をたど って幅約 100メートルの範囲内で行われ、時期的に地上観察の困難な寄居町の

一部を後日に残して、 一応次の17箇所を日本道路公団に提示した。

遺跡番号 I遺跡名称 I 所 在 地 種 別 I時 代

滑川 1号 屋田遺跡 比企郡滑川村大字月輪字西新井 古墳群 古墳

滑JI[ 2号 寺ノ台遺跡 比企郡滑川村大字水房字寺の台 塚

嵐山 1号 越畑城跡 比企郡嵐山町大字越畑字城1J1 館城跡 戦国

寄居 1号 おかね塚 大里郡寄居町大字屈巣 塚

花園 1号 台耕地遺跡 大里郡花園村大字黒田 集落跡・古墳群 縄文・古墳

寄居 2号 新堀遣跡 大里郡寄居町大字用土字新堀 塚

寄居 3号 沼下遺跡 大里郡寄居町大字用土字沼下 集落跡 奈良 •平安

岡部 1号 清水谷遺跡 大里郡岡部町大字本郷字北坂 集落跡 縄文・古墳・ 奈良

岡部 2号 安光寺古墳群 大里郡岡部町大字字本古郷字字清水谷
児玉郡美里村大 郡石神

古墳群 古墳

美里 1号 塚本山古墳群 児王郡美里村大字下児玉字西山 古墳群 古墳

児玉 1号 雷電下遺跡 児玉郡児玉町大字浅見字雷電下 集落跡 古墳・奈良•平安

児玉 2号 飯玉東遺跡 児玉郡児玉町大字下洩見字飯玉東 集落跡 古墳・ 奈良•平安

児玉 3号 女堀条里遣跡 児玉郡児玉町大字字堰下浅見字四方田前本庄市四方田 場
条里跡 奈良•平安

上里 1号 本郷東遣跡 児玉郡上里町大字七本木字本郷下 集落跡 古墳

上里 2号 愛宕遺跡 児玉郡上里町大字七本木字愛宕耕地 集落跡 古墳

上里 3号 中堀遺跡 児玉郡上里町大字堤字中堀北 集落跡 奈良•平安

上里 4号 若宮台遺跡 児玉郡上里町大字帯刀字堀の内 集落跡 奈良•平安

日本道路公団の用地買収および工事計画案の整ってきた昭和48年 2月、高速道路建設局及び東松

山工事事務所と、 工事発注予定と埋蔵文化財についての打合せ会が行われた。東松山以北の工事区

は、東松山側か ら滑） I I ・嵐山• 寄居・ 花園 ・美里・上里の六工区に分かれており、工事発注は、 48

年11月、 上里工区から始まるという 。 ここで間題とな ったのは、 48年度に発掘調査を実施しなけれ

ばならないとなると 、関越自動車道川越市～東松山市間で発掘調査した遺跡の整理報告書刊行事業

とかち合って調査員が大幅に不足する ことになる。そこで、今後の工事発注計画と発掘調査を要す
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る遺跡との関係を詳細に検討し、調査員の人員増に関する資料を整え、教育局内人事担当課と協議

を開始した。

その後、公団側と48年度に調査事業を開始する方針で、細部の協議がもたれ、発掘調査から整理

報告書刊行に至る調査事業年次もほぽ了解点に達した。

昭和48年 4月7日付け東建総総第222号で、日本道路公団高速道路建設局長から、埼玉県教育委

員会を経由して、文化庁長官あて、昭和42年 9月30日付けで締結した「日本道路公団の建設事業等

工事施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」の第1項に基づく協議が行われ、埼玉県

教育委員会は「当該地内に所在する埋蔵文化財については、公団と十分協議し、記録保存のための

発掘調査を実施する」との副申を付け、文化庁に進達した。

これについて、文化庁は、昭和48年 6月2日付け委保第59号で「当該施行地内の遺跡については

工事前に発掘調査を実施すること。重要な遺構を発見した場合には、設計変更等によりその保存に

配慮すること。」 と同答した。

問題とな っていた調査員の人員増も解決し、調査体制も整い、上里町地内の 4遺跡の調査経費が

48年 9月、県議会に上程可決され、昭和48年 9月25日付けで日本道路公団東京建設局長あて、発掘

調査の実施について、昭和48年度計画書を探えて通知し、 10月25日、上里 1号（本郷東遺跡）をト

ップに関越自動車道東松山一上里町間約36キロメートルに所在する埋蔵文化財包蔵地の調査が開始

された。

発掘調査を進める一方、山林や宅地等、時期的に地上観察の困難な場所についても、随時確認調

査を進めた。その結果、新たに次の11箇所が確認され、その都度、日本道路公団に提示し、発掘調

査を実胞した。

遺跡番号 1 遺跡名称 所 在 地 I種 別 I 時 代

嵐山 2号 下郷遺跡 比企郡嵐山町大字広野字中野 集落跡 1縄文

寄居 5号 中井丘遺跡 大里郡寄居町大字用士字中井丘 縄文

寄居 6号 中山遺跡 大重郡寄居町大字用土字中山

寄居 7号 洛久保遺跡 大里郡寄居町大字用土字格久保 縄文

寄居 8号 平原遺跡 大里郡寄居町大字用土字平原 集落跡 奈良•平安

寄居 9号 鶴巻遺跡 大里郡寄居町大字赤浜字鶴巻 集落跡 縄文•平安

岡部 3号 北坂遺跡 大里郡岡部町大字本郷字北坂 古墳群・集落跡 縄文・古墳

美里 2号 甘粕山遺跡 児玉郡美里村大字甘粕字東山 集落跡 縄文・古墳•平安

児玉 4号 後張遺跡 本児庄玉郡市大児字玉町四方大字田字下堰浅場見字下モ田 集落跡 古墳

上里 5号 耕安地遺跡 児玉郡上里町大字．堤字中堀北 寺院跡 平安・鎌倉

上里 6号 久城前遺跡 児本玉郡上里今町大字字嘉城美字前一本松西
庄市大字井久 奈良・平安

（横川好富）
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発掘調壺の組織

1. 発 掘

主 体者 埼玉県教育委員会 教 コ円 長 石田正利

事務局 埼玉県教育局文化財保護課 課 長 柳田敏司

課長補佐 野村鍋 一

企画調整 埼玉県教育局文化財保護課 文化財第二係長 早 川 智明

塩野 博

柿沼幹夫

本間岳史

庶務経理 埼玉県教育局文化財保護課 庶務係長 長谷川 清

太田和夫

千村修平

発 掘 埼玉県教育局文化財保護課 文化財第三係長 横 川 好富

増田逸朗

水村孝行

宮崎朝雄

中島 r 本

2. 整 理

主 体者 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 関根秋夫

副理事長 本郷春治

常務理事 渡辺澄夫

庶務経理 埼玉県埋蔵文化財調査事業団管理部長 伊藤悦光

関野栄

福田 浩

本庄朗人

盤 理 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 調査研究部長 横 川 好富

調査研究第四課長増田逸朗

木村孝行

宮崎朝雄

中島 宏

3. 協力者

大里郡岡部町教育委員会、大里郡寄居町教育委員会

児玉郡美里村教育委員会、地元区長及び地元住民
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関越高速道関係遺跡一覧表

番号遺跡名I 所 在 地 調査叫 時 代 遺 構 I報告・遣跡No.

A 内畑 新座市片山字池田 44 縄文前住居跡 9他 埼玉県遺跡調査会報告 第 7集(1970)

B 城 所沢市城 44 縄文前住居跡 3、土猥 ” 第 6集(1970)

1 南大塚 川越市豊田本字中原 46 • 47 古墳3甚 埼玉県発掘調査報告書 第 3集(1974) 

2 中組 川越市的場字六畑 46 古墳•平安土披、渦 ” 
3 上組 川越市笠幡字後大町 47 縄文早・弥生・古墳住居跡14 ” 
4 鶴ケ丘 川越市笠幡字下丹草 47 縄文・鎌倉土猥、溝 ” 

鶴ケ島町鶴ケ丘字富士見

5 花影 坂戸市花影 47 縄文中・奈良・平安住居跡16、方形周溝墓8 ” 
6 駒堀 東松山市田木字立野 46 • 48 弥生・古墳住居跡35、方形周溝墓 1、古墳2第 4集(1974)

7 田木山 東松山市田木字相生 47 古墳2基 第 5集(1974) 

8 弁天山 東松山市田木字弁天山 47 塚 5基 ” ， 舞台 東松山市田木字舞台 46 • 48 古墳2基、縄文中・古墳住居跡11 ” 
10 宿ケ谷戸 東松山市西本宿字宿ケ谷戸 47 中世井戸2、溝 ” 
11 附 ）II東松山市石橋字附川 47 古墳4基、古墳住居跡6、弥生後一括土器 ” 
12 青鳥城 東松山市石橋字城山他 47 中世城郭 堀、溝、ピット群、地下式壊 第 6集(1974)

13 屋田 滑川村月輪字西新井 53 • 54 弥生・古墳古墳9基、住居跡21 滑川 1号

14 寺之台 滑川村水房字寺の台 53 • 54 古墳・奈良古墳1基、住居跡2、塚 2基 滑川 2号

15 中郷 嵐山町広野字中郷 53 縄文中住居跡7、土城、溝 嵐山 2号

16 越畑城 嵐山町越畑字城山 52 中世城郭 嵐山 1号

17 お金塚 寄居町鷹巣字西浦 52 塚 1基 寄居 1号

18 鶴巻 寄居町赤浜字鶴巻 52 縄文後土城26 寄居 9号

19 台耕地 花園村黒田字竹後 52 • 53 古墳3、縄文中・住25、平安・住80、製鉄炉 3花固 1号

20 新堀 寄居町用土字新堀 52 塚 2基 寄居 2号

21 中井丘 寄居町用土字中井丘 51 縄文中～後•平安包含層 寄居 5号

22 中山 寄居町用土字中山 51 中世～近世炭焼窯 2基 寄居6号

23 猪久保 寄居町用土字格久保 51 縄文前包含層 寄居 7号

24 沼 下 寄居町用土字沼下 51 平安住居跡24、井戸 寄居 3号

25 平原 寄居町用士字平原 52 平安住居跡3、掘立柱 1 寄居 8号

26 廿粕山 美里村甘粕字東山 48 • 49 縄文草～前•晩～弥•平安住居跡14、 炭焼窯4 第30集(1980)

27 北坂
｝岡部町本郷字北坂

51 • 52 縄文草•平安住居跡15、掘立柱 9 l罰盃(1報98告1) 清水谷 51 平安・中世住居跡23、溝

安光寺 岡部町本郷字清水谷他 51 古墳2基

28 塚本山 美里村下児玉字西山 49 • 50 弥生～平安方形周溝墓9、古墳28、住居跡2第10集(1977)

29 雷電下 児玉町浅見字雷電―F 49 古墳～平安住居跡63、井戸 第22集(1979)

30 飯玉東 児玉町浅見字飯宝東 49 縄文中・弥生・平安 住居跡 2、方形周溝墓5 ” 
31 後張 児玉町下洩見字下モ田 50 • 51 古墳•平安住居跡170 児玉4号

本庄市四方田堰場

32 久城前 上里町嘉美字一本松西 50 古墳末溝、井戸 第15集(1978)

本庄市今井字久城前

33 本郷東 上里町七本木字本郷東 48 奈良住居跡6 第 7集(1976)

34 愛宕 上里町七本木字愛宕耕地 48 • 49 古墳住居跡8、溝、土猥 ” 
35 中堀 上里町堤字中堀北 49 平安 住居跡8 第15集(1978)

耕安寺 上里町堤字耕安寺 50 平安包含層 ” 
36 若宮台 上里町帯刀字堀の内 49 • 50 奈良•平安住居跡75 上里4号
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2 調査の経過

昭和51年 5月10日、関係者が現地に集合して最終的打ち合わせ、諸確認を行った後調査を開始す

る。調査は岡部1号（清水谷）遺跡・岡部2号（安光寺古墳群）遺跡・岡部3号（北坂）遺跡の順

にあたり、翌52年1月28日をもって終了した。

清水谷遺跡は安光寺 1、2号墳の存在する尾根の南斜面にあたり遺跡としては連続するが便宜上

分けて各遺跡名を呼称することとし同時に調査を開始した。

清水谷遺跡 5月11日からブルドーザーにより雑木、表土の一部を除去し始めるとともに、事務

所の設置、器材搬入を行った。調査体制の整った 5月中旬から基準杭を設置し、遺構の分布状態、

保存状態を確認し、排土場所を決定するために路線にほぽ直交するトレソチを10m間隔に入れた。

その後、グリッド (lOxlQm)を設置し、遺構遺物の確認された地区を中心に発掘区全面にわた

り遺構の確認作業に入った。その結果、古墳周溝1、国分期の住居跡23軒、溝、井戸跡、土城等が

確認され、 6月下旬から梅雨に悩まされつつ遺構の精査にかかる。精査は 8月上旬で終了し、 8月

19日をも って調査を終了した。

安光寺古墳 5月10日から 1、2号墳の存在する尾根の雑木、篠竹の伐採にかかる。墳丘の測量

写真撮影後、 2基の古墳をとおすトレソチを尾根上に設定し発掘を開始する。この トレソチでは周

溝尾根の基部側に国分期の住居跡1軒を確認した。さらに 1号墳には直交するトレンチを入れ調

査を進めた。5月下旬からトレソチでの所見にもとづぎ墳丘の表土剥ぎ、周溝の現出作業にかかる。

あわせて主体部の確認を開始する。主体部は立地状況から墳頂部に想定されたため慎重を期して精

査を進めた。その結果、 1号墳では不明瞭であったが、2号墳では墳頂部やや南側で主体部を検出

した。7月下旬に、主体部の実測、写真撮影を終了する。墳丘の土層断面図、北側斜面にかかる周

溝の追跡調査を行い、全測図を作製し、 8月16日全ての作業を終了した。

北坂遺跡 清水谷遺跡、安光寺古墳の調査を終えた8月17日から調査を開始した。北坂遺跡は東

から西にのびる台地上に立地しており、関越道上り線のサービスエリァ敷地にあたり、ほぽこの台

地全面が調査対象とな った。調査前の分布調査では、高さ 50C1/l前後の地ぶくれ状の不規則なマウソ

ドを数ケ所で確認しており、調査当初、これらを低墳丘古墳と考えトレ‘／チを設定して発掘を開始

したが、調査が進むにつれ土層の観察等から、これらは古墳ではなく自然の営力により主成したも

のであると判断するに到った。このトレソチで主に台地中央部から南斜面にかけて縄文式土器、石

器、 須恵器等が出土したため、 全面に 2X 2 mグリ ッドを設定して 9月初旬から市松状に発掘を進

めた。台地緩斜面では二次堆梢のソフトロームが厚くなっているが、中央部では表土が浅く 15~20

Clllでハードロームに達するため作業がはかどり、 11月中旬には、遣物が集中する地区 (5ケ所）の

拡張、精査を終了した。発掘区東南部のグリッドでカマドを持つ住居跡が確認されたため機械を入

れて抜根、表土の一部を排除した。 11月下旬から確認された遺構群の調査に入り、ほぽ年内に精査

を終了した。翌52年1月11日から遣り方を設定し、実測にかかる。1月28日をも って全ての作業を

終了した。 （中島宏）
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Il 遺跡の立地と環境

山崎山丘陵の一支丘である諏訪山丘陵は、最高所棟高 108mを測り、水田面からの比高差40mほ

どで、丘陵内には後述する諏訪神社境内に弥生時代の集落、前期古墳で有名な長坂、 川輪両聖天塚、

尾根上には帆立貝式の諏訪山 1号墳が存在する。

本書で扱う安光寺古墳群、清水谷、北坂遺跡は諏訪山丘陵の南面尾根上に存在し、南面西側に突
あい

出する尾根に安光寺古墳群、西側尾根上に北坂遺跡、両者に挟まれた谷間に清水谷遺跡が立地する。

安光寺古墳群は諏訪山古墳群の一支群と見られ、糠高821几、水田面からの比高差12mほどで、眼

下に北流する天神川と美里平野を臨み、前方に開ける古郡地区には、那珂郡の郡衡とも関連あると

推定される撥寺と集落跡が発見されている。

清水谷遺跡は、後述する北坂遺跡との谷間に立地し、標高75mほどで、谷先端部には今でも溜池

が存在し、そこからの水路が遺跡東方を南下している。地形全体は、安光寺遺跡から東側水路にか

けてゆるやかな｛頃斜を保ち、水路附近は二次堆積土層が厚く、遺構の存在は確認されなかった。

北坂遺跡は、標高86mを測り、南方に舌状に突出し、比較的フ ラッ ト面が広い。当遺跡東側にも

小規模な開析谷が入り込み、集落の東限を成している。南方に開ける水田地帯は半湿田と見られ、

対岸丘陵までは直線距離で約 300mを測り、 ここには竪穴住居跡と掘立柱群が検出された国分期の

沼下遺跡が確認されている。

児玉郡内の遺跡の立地、分布状況については、最近幾多の報告書で述べており、論文的文献も刊

行されている（註1)。 ここではこれを参照されたい。

以下、報告書では、児玉郡の地形の概観と、当遺跡に関連ある時代に焦点を合せ触れてみたい。

埼玉県北部の地形は、南側に上武山地を控え、その扇状地北方に、東流する利根川を臨み、山岳

地形から大河川の氾濫原まで、かなり複雑な地形を成している。遺跡は、この地形に適応して、各

時代時期に亘って数多く存在し、考古学者にとって、地域研究の最良のフィールドとされている。

上武山地末端にある当地においては、遺跡南方約 3.5kmに棟高 330mを測る鐘憧堂山を始め、

200mクラスの尾根が県境神泉村へと連なっている。これら上武山地裾か らは、当然小河川沿いに

扇状地形が発達し、山地末端には小丘陵が連綿と連なり、或いは独立丘陵として存在し、こ こには

谷水田も多く見られ、複雑な地形を成している。

しかし、大まかな地形区分からすれば、上武山地から連なる丘陵扇状地と底地氾濫原に大きく分

けられるが、妻沼底地から続く利根川右岸と、美里村内を流れる小山川両岸の底地とでは同一視で

きない。かつて私が美里村の地形を称して小奈良的大和三山の如 くと言った通り、上武山地か ら連

なる第三期層の独立丘陵である、生野山、 大久保山、 諏訪山三山が存在し、 美里平野は盆地的地形

を成している。

この盆地内を流れる川は、上武山地から源を発し、身馴川 ・志戸川は、当平野部を抜ける大久保

山東方で合流し、小山川を成している。流路は大久保山にかなり左右されており、岡部町榛沢地区

や利根川右岸とでは、地質的にもかなり異な っている。
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小河川の支流は、各谷水田に枝を伸ばし、そこにはグライド層の発達した湿地を形成している。

又、この小河川流域も、前述する盆地的地形のため、各所に湿地を残している。

一方、山岳に近い美里村盆地内は、扇状地特有なかなりの礫層が発達し、耕作には不適合な点が

多い。このため、上武山地の末端に広がる丘陵とあいまって、現在でも桑園が多く、畑地と化して

いる地域も少なくない。すべからく、平野部西端を流れる身馴川は、河川改修もあってか、冬期の

水位は低く、水無川に化する事が多い。この為か、当地域には溜池が発達している。勿論、溜池の

起源は朋らかでないが、その機能は一般的に、田植時の給水が主であるとされている。

一見すると、地図上では、利根川右岸と美里盆地とで同一視されそうな平野部でも、その地質、

水位はかなり異なっている。いずれにしても、この様な水系、水位、土壌の相違は、弥生時代以降

の米作中心社会に於ては、その係り方に決定的影響を生じてこよう。

先土器時代

県北部における先土器時代の遺跡は、比較的ロームの発達している 3つの独立丘陵、櫛挽台地、

児玉丘陵、本庄台地の一部においてさえ、本格的調査は実施された事はなく、ましてユニットや層

位的関係で捉えられた例は聞かない。しかし、集落跡の調査、表面採集等では、偶然にも 1~2点

石器が発見された事はある。県教育委員会で調壺した古川端遺跡（註2)では、細石刃1点、グレ

イバー 1点、剥片 3点が出土している。当遺跡は小山川右岸に位置する沖梢層の自然堤防上に立地

し、標高58mを測り、蠅文後期、古墳時代後期を主体とする。 他に岡部町周辺から出土した石器が

高橋一彦氏により所蔵されているが、何れにしても数少ない。

県北児玉地方においては、関越道、新幹線、圃場整備事業等でかなり発掘件数が増えている今日

遺跡数が少ないのは問題である。地形的に第三期礫層上に黒パソド層、ハードローム、 ソフ トロ ー

ムという三層が、僅か 150cm足らずにあるという地層的条件に由来するものか、或いは、研究者自

身の調査方法に起因するのかは、今後に大きな課題として残ってこよう。

縄文時代

纏文時代の遺跡は、上武山地裾部丘陵に多く分布する。これに加えて 3つの独立丘陵上にも分布

し、近年その幾つかが調査され公表されている。丘陵端、又ほ扇状地の遺跡としては、美里村北貝

戸遺跡（註3)、 水田面からの比高差lm前後に立地する古川端遺跡からは縄文後期の遣物が発見

されている。又、同様な立地として知られている雷電下遺跡（註4)からも蠅文中期の土器が検出

されている。

美里盆地を離れ、藤治川右岸櫛挽台地上には、 爪形文土器や有舌尖頭器を出した西谷遣跡（註

5)、 縄文中期の集落である水窪遺跡（註 6)が見られる。又、榛沢東光寺裏遺跡（註7)では、

縄文前期諸磯期の集落が調査されている。

いずれにしろ、当遺跡周辺で発掘調査された遺跡は少なく、その編年体系などは明確でない。特

に西谷、 宇佐久保遺跡（註8)を除ぎ早期の遺物は少なく、現在知見にのぽる遺跡としては、昭和

51年県文化財保護課で調査した甘粕山遺跡が挙げられるのみである。この遺跡は、諏訪山から小丘

陵を越えた至近距離に存し、今は削平され存在しないが、西側に舌状に突き出した丘陵上に位置し

早期の土器、石器群が発見されており、北坂遺跡出土品との対比が注目されている。他に、児玉町
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第 2図 遺跡分布図 (1)
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長沖古墳群内（註9)からも、最近加曾利E期の竪穴住居跡が発見されている。

以上、調査例は少ないが、蠅文時代の遺跡は丘陵上に大多数発見されており、岡部周辺の早期の

遺跡は、大局的に見て櫛挽台地端の湧水地、ないしは、これより発する小河川附近に散在している

ことが判明している。自然堤防上に位置する古川端遺跡の場合は、小山川に面し、縄文後期の立地

条件として一般的なあり方を示している。

弥生時代

先に触れたごとく、美里村周辺は上武山地にその源を発する小河川と谷田に恵まれており、初期

稲作農耕に適する場所が幾つか存在することは、以前から研究者問では注目されていた。しかし、

現在までのところでは、東京大学に用土遺跡（註10)の計画的発掘とその幾つかの新事実から弥生

時代の内容が明らかに成っていたのみであった。

これは、開発行為による記録保存の対処の仕方に、種々問題があったためで、最近やっと丘陵上

の調査も本格化し、当地域にも遅ればせながら明るい兆しも見えてきた。

用土遺跡は、当遺跡とは水田をへだて、北側に突き出す舌状台地上に位薗する糠高70m、水田面

からの比高差lOmを測り、西側に小さな谷が、そして北側には、東西に広がる比較的広い罹地水田

が見られる。遺物の内容としては、櫛描文を有し、竪穴住居跡は長方形と楕円形に大ぎく分かれ、

又、土器の幅も少なくとも 2~3型式に分かれることは確かである。石器としては、有角石斧、磨

製石鏃を有し、中期後半から後期初頭にかけての集落跡とされている。

関東地方初期弥生式土器と知られている四十坂遺跡（註11)は、標高50m、水田面からの比高差

lOmの櫛挽台地末端に位置し、眼下に小山川を臨む。台地端に発する湧水と、小山川の造る後背湿

地とで、現在でも湿田が見られる。

隣接する甘粕山遺跡内からは、水神平系土器が多量に検出された如来C地点遺跡が存在し、東国

でも数少ない資料として知られている。

生野山古墳内遺跡（註12)からは、比企地方にその分布圏の中心を持つ、 吉ケ谷系土器が竪穴内

から出土している。

同様に、塚本山古墳（註13)内にも竪穴が発見され、関東東部に類似する壺形土器が検出されて

しヽる。

さて、ここで県北弥生文化の認識を一変させた、神明ケ谷戸遺跡（註14)を紹介しておく 。調査

者坂本和俊氏が中心となり、土取り工事に先がけて調査を実施し、悪条件下にも拘わらず多大の成

果を得た。

遺跡は上武山地末端から伸びる松久丘陵上に位置し、標高 1001n、南面に僅かに開析された谷水

田面からの比高差15mを測る。

遺跡の内容は、丘陵斜面に環濠を周らし、この溝内に、同時期と推定される信州系土器が存在し

竪穴住居跡も13軒発掘された。北側一部未調査部は残るが、環濠が機能していた一単位集落が捉え

られるという。調査者によれば、環濠の機能していた時期は中期末前後だとい う。

以上の神明ケ谷戸遺跡の調査結果は、県北における弥生文化の解釈の仕方に、大きな資料を提供

する事となった。
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第3図遺跡分布図 (2)
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先ず、土器論に於て、信州系土器との対比の中で、編年を強化していかなければならない事を再

認識せしめ、又、社会構造上に於ては、喋濠集落、方形周溝墓の検出等から、南関東との対比が可

能になった。又、調査方法では、当地域の弥生文化を解明するのに、上武山地末端の丘陵上の遺跡

（山林となっているため確認できていないものが多い）を再確認する必要にせまられている。も っ

とも、諏訪神社境内や生野丘陵、前述した用土遺跡に於ても丘陵を全面的に発掘したわけでもなく

神明ケ谷戸逍跡の発掘を契機に対処の仕方を一考し、今後丘陵上の調査は一段と重要視して行かね

ばならない。

古墳時代

安光寺遺跡の古墳時代の遺構は、方形周溝墓と円墳一基である。ここでは、児玉地方の古墳時代

に関連する遺跡群について触れておく 。

県下に於ける児玉郡の古墳の特徴は、発生期の形態が円墳で、後に現われる前方後円墳が比較的

小形で、全長50m以下のものが大部分を示すことである（註15)。 そして、前方後円墳の上限は、

現時点では、 5世紀第 ll四半期をもって出現し、 7世紀の第 1四半期にはその終焉を迎えている。

群集墳は、第一段階（註16)の5世紀代のものは資料が少なく、第 2段階（註17)の6世紀後半

を中心としたものはその数が多く、第3段階（註18)の7世紀中頃を中心とした末期群集墳に大き

く分類できる。

集落としては、五領期のものとして、後榛沢遺跡群（註19)の中に和泉期も含めて数10軒碓認さ

れている。この遺跡群は小山川の自然堤防上に立地し、方形周溝墓も12基発掘され、この中に前方

後方型を含むことで注目されている。

女堀川の自然堤防上に位置する後張遺跡（註20)は、五領期後半から鬼高期前半にかけて連綿と

連なる集落であるが、鬼高以前の竪穴住居跡が 190軒検出されている。

神流川の扇状地上に位置する西富田（註21)、 諏訪遺跡（註22)周辺にも、後張遺跡同様、五領

和泉、鬼高期に亘る集落が確認されている。

又、上里町愛宕遺跡（註23)では本遺跡と同様、和泉期の単純集落が確認されており、ここも神

流川扇状地上である。

以上が遺跡の規模がほぽ予測し得る最近の発掘された遺跡であるが、生野山古墳群内、 ミカ神社

前遺跡（註24)等にも少々確認されている。いずれにしろ沖積扇状地に臨む大集落が多く、古墳時

代第 1段階の稽極的水田開発を推測し得るものである。

県内でも当地域は前期古墳が多いことで有名である。弥生時代からの伝統的墳墓である方形周溝

と古式古墳との関連を掴むためには絶好のフィールドとも言える。

附近の古墳の変遷は、一応、生野山、大久保山、諏訪山三丘陵に加え、松久丘陵においても明ら

かになりつつあり、各丘陵ごとに基本的にはその変逃を辿ることが出来る。

先ず、諏訪山丘陵では、方格規矩鏡と多数の石製模造品を出土した長坂聖天塚古墳（註25)、 長

胴化の埴輪壺を出土した川輪聖天塚（註26)、 こたらは丘陵西側斜面に立地し、天神川に面してい

る。

次に丘陵上に帆立貝式を呈し円箇埴輪B種横刷毛を有す諏訪山古墳、隣接する円墳等が古式の部
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第4図追跡分布図 (3)
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類に属する。又、同丘陵が南にのびる尾根上に、 今回報告する安光寺1号墓、 2号墳が存在する。

松久丘陵においては、弥生時代で記した神明ヶ谷戸遺跡内に古墳時代の方形周溝墓が検出され、

丘陵上の一基は 2.5m程の盛土を有し、周渦は方形に周り、盛土下の主本部から玉類が出土してい

る。ここでは方形周溝墓から墳丘を有する台状墓とも言うべき、一見古墳と見まちがう様な盛土の

発達した墳墓への変遷がたどれる。一方、白石古墳群内には 2基の長大な粘土櫛を有する古墳も検

出され、 4~5世紀代の墓制が明らかに成りつつある。生野山古墳群内においては、丘陵上にある

将軍山古墳を中心に、 TK208以前の樽形臆を出土する古墳からB種横刷毛の円筒埴輪を樹立する

古墳も調査されており、五領式土器を出土した方形周溝墓も含め、 一丘陵内の墳墓の変遷が解明さ

れつつある。

大久保山丘陵では、塚本山古墳群の調査で五領期に属する方形周溝墓9基が調査され、その内 2

基は盛土が有り、 14号方形周溝墓からは剣が出土し、周溝内からは五領末期の土師器が発見されて

いる。同一丘陵上に有る前山 2号墳は、支丘尾根上に立地し、 2. 5mの墳丘を保持し、円墳と考え

られ、墳頂部から長大な粘土櫛が検出された。ここからは剣、鈍、鎌（直刃）、 刀子が出土し、周

溝内から和泉 l式の増形土器2点が発見された。そして眼下に広がる本庄台地上には滑石製刀子、

同直刃鎌が出土した公卿塚が存在し、これからはB種横刷毛を有する円簡埴輪が出土している。

以上大久保山丘陵、又、これに隣接する古墳の大きな変遷は、土器形式的には、塚本山方形周溝

墓→同14号墓→前山 2号墳→公卿塚の順で大きな流れを追うことが出来る。

祭祀遺跡としては、こぶケ谷戸（註27)、 亀甲山、格山（註28)が古くから著名である。祭祀遣

物は 4~5世紀代の宗教的諸イデオロギーを反映したものとして良く知られている。

こぶケ谷戸遺跡は、天神川の右岸に位置し、かつては、こぶ石と呼ばれる自然石が露出しており

小沢国平氏によ って調査された事もある。遺物は滑石製品の他、鉄斧、手捏土器、土師器、須恵器

等も発見され、その上限は土師器よりすれば五領末から和泉初頭に位置づけられ、天神川流域の農

事祭祀と深い係りをもつものである。

亀甲山に関しては、滑石製品と土師器が出土していたが、現在は跡形もなく丘陵は削平されてし

まっている。なお、亀甲山は本諏訪山の眼下に位置し、又、こぶケ谷戸も眺望できる。

格山祭祀遺跡は、諏訪山と山崎山を分つ峠の中腹に位置し、士製人形、動物、器材等が出土して

有名であるが、遺物は紛失し、國学院大学に実測図を残すのみである。一部高橋一彦氏の所蔵の土

器類等を考慮すると和泉的土器が含まれ、 5世紀代にも峠の祭祀が行われたことが予想される。一

応、その地理的条件から、国郡制が成立する以前のクニ境的祭祀の場として推測している。

古墳時代の水田開発遺構として、筆者自身、本庄市諏訪遺跡で調査した大満を 7世紀前半の掘削

で、給水のための水路として認識し報告している。条里制との関係はともかく、諏訪遺跡の大溝の

成立は、県北部で前方後円墳が消滅し、第 3段階の末期群集墳が発生する要因の中に求められ、郡

司層クラスが中央政権との係りのもとに積極的に開発行為に取り組んでいった証しと見ている。条

里遺構の間題は、圃場整備等の開発行為を埋蔵文化財の危機として真剣に取り組む中で早晩解決し

なければならない。

寺院跡については調査例は少なく、はっきりしているものはないが、県史等で知られているもの
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が幾つかある。寄居町牧ノ内（註29)、美里村大仏、神川村緑野（註30)、上里町五明撥寺がある。

これらの遺跡においては、 7~8世紀の氏寺的性格の調査が急務とされている今日、更に官術的

撥寺とも関連させ調査を進めていかねばならないが、現在のところ十分な資料の集積には至ってい

ない。又、式内社としてはミカ神社、金鑽神社、上里町に 4社がある。

隣接する甘粕山遺跡では炭焼窯が発見され、同一台地上に金糞と呼ばれている地名があり、スラ

ッグが表採できる。又、花園村台耕地遺跡では、製錬炉 3基の他工房跡が調査されている。少し距

離は離れるが、伊奈町大山遺跡でも製錬炉が発見され、すでに報告されている。

炭焼窯から短絡的に鉄生産へと結びつけるのは炭そのものの使用場所やその目的が解決されてい

ない現在、問題は残ろうが、花園村で鉄製錬炉が発見されている事からすれば、そう遠くない場所

で使用された事は暗示されよう。

平安時代の本地域において、児玉党、猪俣党の武蔵武土団が発生するその要因は、他に類を見な

い農業生産の発達と、これに加えて鉄製品（農具、武器）の自給が必要とされよう。炭窯一基の発

見と資料化は、着実に中世史の中に組み込まれていく日も遠くないものと思われる。今日報告する

北坂遺跡の国分期の集落のあり方とも関連し、中世生産跡と集落との関係を捉えてゆく事は、今後

の大ぎな課題となろう。 （増田逸朗）

註1 柿沼幹夫 上越新幹線埋蔵文化財調査報告書 l 「東谷 •前山 2 号墳・古川端」 埼玉県教育委員会

昭和53年 3月

梅沢太久夫「下廓遺跡」上里町下廓遺跡調査会 昭和53年3月

柿沼幹夫 「埼玉県北部における縄文遺跡の立地について」 埼玉考古第18号 昭和54年 5月

註2 鈴木敏昭 上越新幹線埋蔵文化財調査報告書 ll 「東谷•前山 2 号墳・古川端」 埼玉県教育委員会

昭和53年3月

註3 菅谷浩之 「美里村北貝戸遺跡の調査」第11回遣跡発掘調査報告会発表要旨 昭和53年2月

註4 中島宏 埋蔵文化財発掘調査報告 1X 「雷電下・飯天東」 埼玉県教育委員会 昭和54年 3月

註5 栗原文蔵、小林達雄 「埼玉県西谷遺跡出土の土器群とその編年的位置」 考古学雑誌47-2 昭和

37年

注6 栗原文蔵、佐藤忠雄 「水在 •新井逍跡の調査」 「水窪遺跡ー第二次ー」 岡部町教育委員会 昭和

51年昭和52年

註7 中島宏 「岡部町新井追跡の調査」第9回遺跡発掘調査報告会発表要旨 昭和51年2月

註8 中村倉司 「宇佐久保遺跡」 埼玉県遺跡調査会 昭和54年12月

註9 菅谷浩之 「長沖古墳群第 4次発掘調査」 埼玉県児玉郡児玉町教育委員会 昭和54年3月

註10 曾野寿彦、吉田章一郎 「石角石斧を出土した埼玉県の弥生式遣跡」 東京大学教養学部紀要11 昭

和32年

曾野寿彦、吉田章一郎 「埼玉県寄居町用土弥生追跡調査概報」 東京大学教養学部紀要28 昭和38

年

註11 栗原文蔵 「四十坂遺跡の初期弥生式土器」上代文化第30号 昭和35年

註12 菅谷浩之、駒宮史朗 「児玉町、 美里村生野山古墳群発掘閲査概要」 第6回造跡発掘調査報告会発

表要旨昭和48年2月

註13 小久保徹 埋蔵文化財発掘調査報告＼l「塚本山古墳群」 埼玉県教育委員会 昭和52年2月

註14 昭和54年 坂本和俊氏により調査された。氏より詳細な御教示を受けた。

註15 田ロ一郎、後藤範章、山崎武、金子単 「児玉郡及び周辺地域における前方後円墳の研究」いぶき 8

• 9合併号 埼玉県本庄高等学校考古部
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註16 方形周溝墓が5世紀前半で激減し、 6世紀中頃横穴式石室を採用するまで、見るべぎ群集墳はないと

されている。しかし、東松山市諏訪山古墳群、千光寺 6号墳、長沖古墳群中等、この間を埋める古墳も

増えつつあり、実態は明らかになりつつある。

註17 青柳、長沖、黒田古墳群等、埴輪を有し初期横穴式石室が禅入され、石室、周溝墳丘等に多大な労働

力を投入している。

註18 横塚山、鹿島古墳群等代表的古墳群で、埴輪、前方後円墳の消滅、墳丘、石室構築の省力化が目立ち

家族墓的性格も薄らぐ。

註19 佐藤忠雄 「後榛沢遺跡の調査」 埼玉県大里郡岡部町教育委員会 昭和53年 3月

註20 増田逸朗、宮崎朝雄 「児玉町後張遣跡の調査」 第10回遣跡発掘調査報告会発表要旨 昭和52年

註21 菅谷浩之 「本庄市西富田新田遣跡調査概要」 第 5回遺跡発掘調査報告会発表要旨 昭和47年 2月

註22 増田逸朗、柿沼幹夫、小久保徹 上越新幹線埋蔵文化財発掘調査報告Ill「下田・諏訪J 埼玉県教育

委員会昭和54年 3月

註23 駒宮史朗、大和修 埋蔵文化財調査報告V「愛宕遺跡」 埼玉県教育委員会 昭和52年 3月

註24 増田逸朗 「国道 254号線の二遺跡ー ミカ神社前遺跡・地台遺跡ー」 第 2回遺跡発掘調査報告会発

表要旨昭和44年 1月

註25 菅谷浩之、坂本和俊 「美里村長坂浬天塚古墳の調査」 第8回追跡発掘調査報告会発表要旨 昭和

50年 2月

註26 塩野博 「埼玉県美里村川輪聖天塚古墳」 日本考古学年報24 昭和46年

註27 小沢国平 「こぶケ谷戸祭祀遣跡発掘調査報告書」 昭和35年

註28 小沢国平 「今泉祭祀と祭器」 文化財保護委員会埋蔵文化財要質口 昭和30年

註29 高橋一夫 「馬騎の内廃寺の調査」研究紀要第 1号 埼玉県立歴史資料館 昭和54年3月

註30 坂本和俊 「青柳古墳群発掘報告書」 埼玉県遺跡調査会 昭和48年
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III 清水谷遺跡の発掘調査

l 遺跡の概観

清水谷遺跡は諏訪山 （標高108m)の西端に位置し、眼前に生野山 (139m)、山崎山 (116m)と

の間に広がる広大な小山川、志戸川扇状地を見おろす丘陵の南斜面に立地している。斜面を登 りつ

めると安光寺古墳群に連続する。この斜面とほぽ南北に走る路線の敷地約7,500n{が調査区域で、

棚高は74~81.5mである。基本層序は表土15~3OC79し、褐色土（遺構確認面） 10~30cntをもってハー

ドローム層に到る。調査区南側では北坂遺跡が占地する台地との間に入る谷の埋没部分にあたり、

ローム層は削られており表土下には漆黒色土、黒褐色土が厚く堆積している。地目は、雑木林、荒

地、桑畑であった。調査の結果、検出した遺跡、遣物は次のとおりである。

縄文式土器、石器 早期～中期

古墳跡 1基

平安時代の住居跡23軒、 建物跡1棟、井戸跡1、土渡4基、溝4本（中世以降）

調査前の表面採集では土師器、須恵器片に混じてかなり多くの縄文中期の土器片を得ていたため

該期の集落を予想していたが遺構は検出されなかった。この時期の遺跡の主体は調査区の東側、先

にふれた谷に向かって南にのびる台地上にあると思われる。押型文、茅山、諸磯b、加曾利EIl式

土器が出土している。

古墳跡は調査区北部の緩斜面に検出された。墳丘は完全に削平されている。東側で住居跡、建物

跡に切られており一部は早くに攪乱されていたことが窺われる。住居跡は調査区北寄りに構築され

たグループと谷側の一群とが検出され、中央では途切れる。北群は緩斜面に立地しているため南壁

が不明瞭なものが多い。住居跡相互の重複がなく 、1軒 (18号住居跡）を除き、国分期の遺物を出

土している。その分布状況は多分に古墳跡に規制されているようであり、さらに3~5軒の小グル

ープに分かれている。南群は平坦地にあるが、谷を埋めている黒色土、黒褐色土中に構築されてい

る南寄り 5軒は掘り込みが浅く、保存状態が極めて悪い。カマドの確認から住居跡の精査にかかる

という状況であった。 出土遺物は北群とほぽ同時期であった。建物跡は 2X 3間で柱筋がきれいに

整ったもので、住居跡と重複している。

溝は古墳、住居跡を切って掘られており、検出された遺構の中で最も時期が降る。うち調査区を

北側で横切って延びるもの、これに連続して谷近くまで延びるものからは青磁少片、中世陶器片が

出土している。いわゆる境界溝とは明らかに異なるものであるが、調査区内からの成果では、その

機能、性格は詳らかにし得なかった。

清水谷遺跡で検出された集落はさらに調査区東西に延びている一とりわけ北群ーことは想像に難

くないが、調査成果と立地する地形を観察すると、今回発掘調査を実施した地区が集落の中心にあ

たることが推察される。 （中島 宏）
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第 6図 清水谷追跡全測図 (S=1/800) 
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2 遺構と出土遺物

(1)古墳

1号墳 （第7図）

1号墳は、清水谷遺跡西端に位置し、安光寺古墳群東側に接して存在する。本墳は清水谷遺跡の

集落調査時に偶然にも発見されたもので、元来は低墳丘を存していたものと考えられるが、既に重

機による削平が実施されており、詳細は不明である。

古墳は、西側を2• 3 • 4溝で切られ、 さらに東側は19号住居跡で切られている。

規模は、内径14.40m、外径17.50mを測り、 ほぽ整円形を呈する。

周溝は、上幅1.6m、下幅1.Om、深さ0.7mの規模でほぽ一定し、 内側立上が りは強く 、外側は

ややゆるやかな煩向にある。東側には浅いブ リ、ノジが見られるが、陸橋的性格とは異なるものと見

られる。

主体部は、前述のとおり削乎されているため不明であるが、 北側周渦内に土渡が検出されている。

土城は、長辺2.Om、短辺0.6mを測り、周溝底より僅かに深く掘 り込まれている。

周溝側の壁は不明であるが、外側の壁はオーバーハソグ気味に ロームを掘り込んでいる。

なお、当墳からの出土遺物は、土城内から焼土が少々見られたのみで、土師器、埴輪等は検出さ

れなかった。 （増田逸朗）
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第7図 1号墳周憐内土痰
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第8図 1 号墳



(2) 古墳～平安時代の住居跡

1号住居跡（第9図）
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円形周溝の西側に位置し、 2号溝に近接している。 325x 215cmの長方形フ゜ラソを呈し、長軸は南

北を指す。北半に周溝がめぐる。幅10C1/l、深さ平均 5cm。壁高は北辺で約20cmあるが、南及び西辺

の一部では 5cm前後と浅く、かろうじてプラソが掴める程度であった。カマドは東辺の南寄りにあ

り底に少量の焼土が認められた。先端立ち上がり部に小ヒ‘゚ノ トがある。裾に用いられていたと考え

られる大形の片岩が覆土及び南東コーナ一部の貯蔵穴と思われる落ち込み中から出土している。 ピ

ットはP1、P2の2本あるが浅い。

遺物は甕、杯、鉄製品があり北東コーナ一部、カマド前面に集中して出土した。

_d---Y O'.l/ 

A II¥I rfn) ）I企

col col 

A 」

窯鵞讐 0 2m 
1 | | 

第 9図 1号住居跡

1号住居跡出土土器（第10図）

器種番号l大きさピ:)1 形 態の特徴 l 手法の特徴 備考

甕 1 口径 22. 6口縁は短く緩やかに外反する。肩頸部に巻き上げ痕。口縁部整形横カマド出土

部の張りも緩い。器肉は厚い。胎ナデ後外面肩部横位のヘラケズリ ロ縁と肩部の

土微細粒砂含み密。焼成良。淡橙内面はヘラナデ。 み30劣

褐色。

甕 2 台径 9. 0低い台が 「ハ」の字に開く。微細台部は貼付部より剥落。横ナデ整 35彩

台高 2. 8粗粒砂含む。やや軟質。器面荒れ形。つく り、整形ともに雑。

る。明橙褐色。
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第10図 1号住居跡出土土器

器種番号i大きさ(cm)I 
杯 3 口径

器高

底径

形 ．態の特徴 手法の特徴 備 考

11. 2底部より体部下半に張りをもち開ろくろ整形。右回りの回転糸切り口縁部25%

3. 3く。口縁部はやや外反する勺微粗痕。底部に高さ 3mの粘土小塊が底部60%

5. 6粒砂含む。軟質。外面灰色、 内面貼り付いており不安定。

灰褐色。

杯 | 4 I底径 4.81径は小さく乎底。体部は直線的にろくろ整形。底部は回転糸切り 。 底部と体部下
開き、中位に張りをもって立りあ 半のみ50%

がり気味となる。微細粒砂含む。

茶褐色、内外面とも灰黒色部を有

しその部分は磨滅する。

杯 | 5 I口径 12.4径の小さな平底。体部下端で強いろくろ整形。底部は右回りの回転口緑部30%
器高 4. 5張りをもって開ぎ、口縁はそのま糸切り痕が残る。 底部100%

底径 5. 0ま外反する。微細粒砂含む。焼成 No.2 

良。淡橙褐色、外面底部から体下

半にかけて黒色。

杯 | 6 |口径 12. 0体部は緩く内湾して開き、口縁は外面に巻き上げ痕、ろくろ整形。 口縁部38劣
器高 4. 4やや外反する。高台は低く雑なつ高台は貼付け。全体的に雑な整形底部10劣

高台径 6.6 くり 。細粒砂小石含む。やや軟質

高台高 0.6橙褐色。

杯 | 7 |口径 11. 9体部は直線的に大きく開き、口縁Iろくろ整形。高台は貼付け。
器高 4. 3はわずかに外反する。高台は細く

高台径 6.4 「ハ」の字に開 く。微細粗粒砂含

高台高 0.8む。赤褐色。

ロ緑25%

底部15%

椀 I 8 1口径 14. 8底部を欠く 。体部下端に張りをもろくろ整形。体部下端は底部整形口縁部18%

器高 5. 9ち開く 。口緑部はやや外反する。 時にろくろ痕が不明瞭となる。 底部13%

底径 6. 3微細粒砂含む。淡橙褐色、内面体

下半から底部にかけて灰黒色。
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2号住居跡（第11図）

発掘区南寄りに位置している。 570X 485、365cmの梯形プラソを呈する。長軸はほぽ東西であ

る。北辺から南東コーナ一部にかけて 2号溝に切られているほか、攪乱された部分が多かった。壁

高は1OC1/l前後。周溝は北西コーナ一部から南東コーナー近くまで西半にめぐる。幅lOcnし、深さ 5C1/l 

前後。カマドは残存部には認められず、 2号溝に切られた北壁中央ないし南東コーナ一部に構築さ

れていたと思われる。柱穴は P1、P2の2本あり各々65、67cmと深い。床面は堅緻であるが凹凸が

ある。遺物は少ない。覆土から底部に墨書された須恵器杯（第12図）が出土している。

1)> 

I> 

2号住居跡出土土器 （第12図）
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須恵器杯の底部約25％である。底部外面に墨書。

は扁平で器肉はほぽ一定。体部下端は内湾し・て大きな開ぎをみせる。胎土は

「臣万0」か？。つくり

密で微粗粒砂含む。焼成も堅緻である。色調は淡橙褐色を呈する。手法はろ

くろ整形で底部は回転糸切りによる。切り離しは一度入れ直される。

3号住居跡（第13図）

2号住居跡の西側に位置している。 370x 260cmの略隅丸長方形を呈するが

＼ーロージ

［ 
<

第12図

10cm 
i l 

2号住居跡
出土士器

北東コーナ一部はカマド状に張り出している。主軸はほぽ東西である。壁高は10~15c11し。周溝は張

り出し部も含め全周する。幅5~15cm、深さ 5~lOcm。カマドは東辺ほぽ中央にあり、焚口部幅55

C19t、墜外に約80m掘り込まれている。裾は粘土で構築されていた。右裾際に36x 24cnし、深さ25cmの

ピットが穿れている。底は床面から約13cm下がっている。 カマド左側の突出部には75x 65cm前後の
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1.黒色土 2.灰褐色粘土 3.黒色土 4.カマ ド袖 5.粘土

第13図 3号住居跡

範囲に厚さ約 7cm粘土が遺存していた。柱穴は南辺中央近くに 1本検出された。深さ25cm。床面は

堅緻で平坦である。遺物は土師器杯、甕，須恵器杯がありカマド周辺に集中して出士した。ほかに

南西コーナ一部の周溝上から須恵器杯（第14図7)が出土している。

3号住居跡出土土器（第14図）

器種番号 1大きさ(c11叶 形態の特徴 手法の特徴 l備考
甕 1 口径 22.0なだらかな肩部より頸部で括れロロ緑部整形横ナデ後、外面肩部横口緑と肩部の

緑は 「ハ」の字に開く。微細粒砂位のヘラケズリ 。内面横位のヘラみ30%

小石含む。焼成良。橙褐色。 ナデ。

甕 2 I推定口径 1とほぽ同様の器形を呈する。微口縁部に巻き上げ痕。口縁部整形口緑と肩部の

20. 0細粒砂小石含む。橙褐色。内面橙横ナデ後、肩部外面横ヘラケズリみ13%

赤褐色一部褐色。 内面横ヘラナデ。内面に粘土付着

甕 I 3 I口径 19. 51張りの弱い肩部から頸部は内傾気頸部に輪積痕。口縁部整形横ナデカマド内出土
味に立ち上がり口縁は開く。微細後肩部外面ヘラケズリ 。内面横位口縁部20%

粒砂含み密。焼成良。橙赤褐色。 のヘラナデ。 肩部30%

杯 I 4 I口径 12. 2平底から張りをもって体部は開き口緑部整形横ナデと外面底部ヘラカ マド内出土

器高 3. 0口縁で一度外反し口暦部は内湾気 ケズリの間は雑なヘラナデが施さ 25%

底径 8. 7味に立ち上がる。微細粒砂含む。 れる。底部内面はナデ、内面は成

やや軟質。橙褐色。口縁外面一部形時の指頭圧痕残る。

黒色。
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第14図 3号住居跡出土土器

器種 1番号 1大ぎさ (cm)J 形 態の特徴 I 手法の特徴 備考

12. 6底部から体部下端で大きく張り開ろ くろ整形。底部は右回 りの回転カマド内出土

3. 7 く。口縁はやや外反する。微細粗糸切り痕。 40% 

6. 8粒砂、小石含む。軟質。橙褐色―

部橙灰色。

杯 | 5 I口径
器高

底径

杯 6 ロ径

器高

底径

杯

杯

12. 8段をもった底部から中位に張りをろくろ水挽成形。底部右回りの回カ マト＇内出土

3.9もち体部は開き口縁へと移行する 転糸切り痕。 120% 

7. 3微細粒砂、小石含む。焼成良。内

外面とも口縁から体部下半まで黒

色。以下底部茶褐色。

7 I口径 12. 9径の大きな底部から下端でやや張ろくろ水挽成形。底部は右回りの198%

器高 3. 8 り体部は「ハ」の字に開く。口縁回転糸切り痕が残るが糸入れから

底径 7. 4は外反気味となる。微粗粒砂、 3半周位、 3 lltllt上に一度入れて切り

X 9mm大の小石含む。焼成良。橙直している。糸入れと糸抜き時の

灰色外面体部の一部と口縁部にか段差が 3lltlltある。底部は全体的に

けて灰黒色。 厚く、場所によって差が激しい。

8 I口径 12.6形態は7と同様である。底部中央ろくろ水挽成形。底部は右回りのカマド内出土

器高 3. 5は 2lltllt以下となり薄い。微粗粒砂回転糸切り痕。 口縁部23%

底径 7. 3小石含む。焼成堅緻。暗灰色底部 底部50%

外面と内面中央部紫灰色。

H、 | 9 I口径 訟．8|体部と口縁部のみ。口縁はやや外 1ろくろ整形。
反する。微細粒砂含む、，焼成良。

灰色。

カマ ド内出土

20% 
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器種 1番号大ぎさ(C1n)1 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 10 ロ径 15. 0 体部下半はわずかに張りをもち安 ろくろ水挽成形。 カマド内出土

半は直線的となる。口縁は短く内 ロ縁と体部の

面に稜をもって外反する。器肉は み23%

簿い。微細粒砂、 小石含む。焼成

堅緻。灰青色。

4号住居跡（第15図）

3号住居跡の西側に位置している。東西354cm、南北338cmの整った隅丸方形プラソを呈する。軸

は方位に合う 。壁高は北辺でわずかに認められるだけで、ほぽ全周する周溝によ ってプラ ソを確認

した。周溝は幅10cnl、深さ 5⑰前後。カマドは東辺南東コーナー寄りにあり、 壁外に約80C1ll、掘り

込んで構築されている。底は床面より約15c71l低く、焚口部は70X 6QC7llの範囲が窪んでいる。柱穴は

南東コーナー墜外のP2を含め 2本検出された。 深さは各々15、23C71lを測る。 床面はほぽ平坦で良

好である。遺物は少なくカマドから出土した須恵器杯（第16図）のみであった。
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第15図 4号 住居跡

4号住居跡出土土器 （第16図）

須恵質の杯。接合しない口縁部20％と底部80％よりの復元実測で

ある。器肉は非常に薄く焼成も堅緻である。胎土は密で微細粒砂と

小石少量を含む。色調は灰褐色を呈し、一部黒褐色となる。手法は 。 10cm 

ロニ，，

ろくろによる水挽成形で、底部は回転糸切りによる切り離し。 第16図 4号住居跡出土土器
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5号住居跡 （第17図）

発掘区南寄 り、 2~4号住居跡の南側に検出された。長軸はほぽ東四にある。北西コーナ一部を

6号住居跡に切られているが、350X 350、265c11しの不賂梯形を呈すると思われる。 掘り込みが浅く

6号住居跡との床面のレペル差はほとんどないが、南辺付近が若干深くなっている。カマドは東辺

ほぽ中央にあ り、 壁外に約60c111掘り込んでいる。底は床面から約20Clll下がっている。焼土はさほど

顕著でなかった。柱穴は南辺に 2本ある。深さはP120cin、P223cm。

遺物は北東コーナ一部から土師器甕、須恵器杯、 P1の西側床面から編み物石4個が出土してい

る。

6号住居跡 （第17図）

5号住居跡の北西部を切って楷築されている。 260X 262Clllの隅丸方形を呈し、 主軸は方位から若

干ずれる。壁高は北壁で15ci／し、 西壁で10Clllを測る。幅5~18Clll、深さ 5~10C1/iの周溝が北、 西辺及

び東、南辺の半ばにめぐる。西辺では狭く 、南辺で幅広となっている。カマ ドは東南コーナ一部に

設けられており、南辺の東延長方向で壁外に約30cmのびている。底は床面から18C1/i程低く 、焼土は

15~20C11碓積していた。側壁には片岩が設置されていたと思われるが残存するものは一部で、多く

は焼土上に散乱していた。この片岩に混じて土師器甕、羽釜、灰釉陶器が出土している。柱穴は、

P1~Pの 5本ある。 P1は5号住居跡にまたがるが、 カマドの平面形がP1に規制を受けているた

め本跡に伴 うものと判断した。

冒げ I田

B
、

A
]
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A
-

A' 

゜
第17図 5 • 6号住居跡
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第18図 5号住居跡出土遺物

5号住居跡出土遺物 （第18図）

小形甕I1 I口径

器種 1番号大きさ (C1/し)|

13. 5¥なだらかな肩部から頸部で括れ直口縁部整形横ナデ後肩部外面ヘラロ縁部50%

立気味に開き口縁は外反気味に立ケズリ。内面滑かなヘラナデ。口肩部45%

ち上がる。微細粒砂含み密。焼成縁内面にもヘラナデが施される。

良。外面茶褐色一部黒褐色。内面

暗褐色まだらに橙褐色。

形態の特徴 手法の特徴 備 考

甍 2 I口径

網物石I3 

綱物石I4 

編物石I5 

編物石I6 

長さ

幅

厚さ

長さ

幅

厚さ

長さ

幅

厚さ

長さ

幅

厚さ

23. 01なだらかな肩部より頸部で括れ、 1ろくろ使用と思われるが、内面肩 I覆土

17.81石質絹雲母片岩。扁平で全体的に 1重さ213g

4. 2磨かれ丸味をもつ。

1. 9 

ロ縁は内湾しながら開き、内面に部にナデおさえの痕がみられる。

ゆるい稜をもって外反する。微粗外面の整形は整う 。

粒砂小石含む。焼成良。橙褐色。

16. 2石質絹雲母片岩。全体的に丸みをI重さ177fl-
3. 8もつか凹凸が激しい。中央部両側

2. 6 Iがやや凹み重心点となる。

14.8石質絹雲母片岩。上部の左部が欠I重さ216g

3. 5けるが、全体的に丸味をもちなめ

2. 71らか。重心点の一方が磨りへる。

13. 8I石質絹雲母片岩。全体的に磨かれI重さ145!/-

3. 5 Iなめらか。重心点の一方が凹む。
1. 9 

ロ縁部22飴

No.l 

No.l 

No.l 

No.1 
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第19図 6号住居跡出土土器

6号住居跡出土土器 （第19図）

器種番号大きさ (cm)j 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

甕 1 ロ径 24. 0 丸味を持って張る肩部から頸部で ロ縁部整形横ナデ後肩部外面横位 カマド内出土

緩く括れて口縁は 「ハ」の字に開 のヘラケズリ 。内面横位のヘラナ 30形

き先端はやや外反する。微細粒砂 ァ←一‘。

含む。焼成良。外面黄褐色、内面

橙褐色。

甕 2 ロ径 20 9 張りの少ない肩部から頸部は大き ロ縁部敷形横ナデと外面肩部のヘ カマド内出土

く括れ口緑は 「ハ」の字に開き先 ラケズリの間は明瞭な稜と なる。 18% 

端は直立する。微細粒砂、わずか 内面は滑かで、頸部下に一条指頭

に小石含む。焼成良。橙褐色。 によるナデが回る。
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器種 1番号大ぎさ(cm)I 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 3 I口径 24.41肩部にやや丸味をもち、頸部で緩口縁部横ナデ撒形。肩部外面乾燥口縁部29%
＜括れ口緑はやや肥厚して開く。 が進んでからの横ヘラケズリ以下肩部10%

微粗粒砂含む。硬質。褐色。 縦位。内面横ヘラナデ。

疵 I 4 I口径 23. 81器肉厚い。｛本部下半に張りをもち口縁部整形横ナデ後、外面肩部横 No.3 カマド

直線的に開く 。肩部の張りは小さ位、体部上半斜位、下半は縦位の内、フク土出

＜頸部で強く屈曲し口縁は外反しヘラケズリが施される。内面滑か土。接合しな

て開く。微粒砂、少量の小石含み木口状工具によるナデが、肩部といが口縁部65

密。外面暗茶褐色。内面明茶褐色。体上半の屈曲部に見られる。 飴、体部45%

甕 | 5 |口径 22. 01器肉厚い。窄まった底部付近よりろくろ整形。外面体部下半は縦位 No.3、No.4
体部下端でやや張り、上半に最大の粗いヘラケズリ 。内面体部下端フク土、カマ

径をもち緩やかに移行する。頸部は縦位の指頭によるナデが施されド出土、口緑

で括れ外面に稜をもって外反しなる。 部25%、体部

がら開く。微粗粒砂、石含む。軟 50% 

質。橙褐色。外面口緑一部灰黒色。

体部一部茶褐色。

羽 釜| 6 |口径 23. 01体部上半にわずかな張りをもち鍔巻き上げ成形後ろくろ整形。外面 No.9
部上位で内傾し口縁は立ち気味と体部下半には不明瞭なヘラケズリ 25%

なり先端は幅が広い。鍔は断面三痕がみられる。鍔は貼付けによる。

角形を呈する。微粗粒砂含む。焼

成良。黄灰色、一部灰色。

杯 | 7 I高台径 6.2径の小さな底部から体部は内湾しろ くる水挽成形。底部外面に右回 No.10
高台高 0.7ながら大きく開く。高台は外側にりの回転糸切り痕。高台は貼付。 底部と体部下

底径 6. 2丸味をもちやや開く。微細粒砂、 釉は刷毛によって体部内外面に施半のみ80%

鉄分を含む砂粒を含むが非常に密される。内面には重ね焼痕。

で粘着惑がある。焼成堅緻。灰白

色、釉は淡緑色。

1号住居跡 （第20図）

5、 6号住居跡の南側に近接する。335X 277cmの隅丸長方形を呈し、長軸はほぼ東西にある。西

半では22号住居跡を切っている。壁高は10~15C11Lで平均している。 カマドは北辺の東寄りに設けら

れている。右側にのみ掘り残しロームによる袖を備え、煙道部先端には片岩が設置されている。ヵ

マ ドの長軸線は東西辺に平行しない。底は床面から 5c↑/l前後低く、焼土が若干堆稽していた。柱穴

は 3本検出された。西辺にかかるものは本跡に伴う落ち込みかどうか不明。 P1は深さ4lC7!L、P2ii

34cm、Pは 26C1/Lを測る。床面は堅緻でほぽ乎坦、 22号住居跡の床面よりも若干低い。

遺物はカマド周辺から土師器甕、須恵器杯、鉄製品、西辺寄りで須恵器杯が出土している。

22号住居跡 （第20図）

東半を 7号住居跡により切られている。西辺は267cmを測る。 南、北辺は現存部からするとほぼ

7号住居跡と共通する。壁高は約5cm。カマド、柱穴は残存部には検出されなかった。床面は軟弱

であった。遺物は土師器杯が1個体床直で出土したのみであった。
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7号住居跡出土土器（第21図）

器種 l番号！大きさ(cm) 形態の特徴 l手法の特徴 備考

甕 I 1 I口径 22. 2頸部は直立し、口緑は外反する。 口縁部横ナデ。外面頸部と肩部横1口縁部20%

微粗粒砂小石含む。非常に硬質。 ヘラケズリ。頸部には指頭圧痕残

橙褐色。 る。内面肩部横ヘラナデ。

甕 2 I口径 21刈体部上半に最大径をもち、肩部に 3.3C?／i前後の輪稼痕のとおりに割カマド内出土

張りを持ち、頸部で括れ、短い口れる。頸部外面には輪稼痕が顕著口緑部60%

縁は外反しながら開く。微粗粒砂に残る。口縁部は内面にやや硬い体部上半85%

小石を含む。密。焼成堅緻。茶褐工具をあてて短い単位で横ナデす

色外面体部一部黒色。 るため器肉一定せず、外面はやや

乾燥が進んでから削られておりナ

デ様となる。内面横位のヘラナデ

杯 | 3 I口径
器高

底径

杯 | 4 I口径
器高

底径

10.9径の小さな底部から体部は大きくろくろ水挽成形。底部は右回りの No.3

3. 8開き中位で立ち上がり、 口縁は外回転糸切り痕。糸入れと糸出しの口縁部30％を

5. 5反する。微粗粒砂小石含む。焼成差 2皿あり一部に段となって残る欠く 。

良。褐色一部明茶褐色。

14. 3高台は剥落する。口径に比して小ろくろ水挽成形。底部は回転糸切カマド内出土

4. 1さな底部から体部は下端に張りをりによる。高台の貼付部は 2.3 cinl63% 

6. 8もって大ぎく開き口縁はさらに外で、中央部は回転ナデによって糸

反する。微粗粒砂含む。やや軟質切り痕が消滅する。

灰色内面一部灰黒色。

小型甕I5 1口径 14. 11体部は球状に張り内面に明瞭な稜I口縁部横ナデ整形後、内面を指頭INo.4 
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7号住居跡出土土器

器種 1番号大きさ(cm)| 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

5 をもって頸部は括れ、短い口縁は によって横ナデし稜をつくる。頸 30% 

内湾気味に直立する。口唇は平坦 部外面に接合痕が明瞭に残る。体

となる。微粒砂、少艤の小石含む 部上半はヘラによって雑にナデら

焼成良。黒褐色一部淡褐色。外面 れるが成形時の凹凸が残る。下端

肩部に煤付済。 にヘラケズリ痕。内面は上半横位

下半は斜位のヘラナデが施される

22号住居跡出土土器（第22図）

土師器杯。口径は lQ.2C7/l、器高は 3.4cmを計る。口縁の35％を欠

く。形態は弧状の底部より稜をも って短い口緑が強く内湾する。胎

土は密で、微細粒砂と少量の小石を含む。焼成は良好である。色調 ｀ 
0 10cm 

第22図 22号住居跡出土土器

は内面茶褐色、外面は褐色を呈するが、 一部明茶褐色となる。全体的に粗雑なつくりである。手法

は口緑部横ナデ整形後、外面はヘラ ケズリ、内面は指頭によ るナデが施される。

8号住居跡（第24図）

5、6号住居跡の西側に検出された。321x 317cmの隅丸方形を呈する。プラソの対角線がほぼ方

位に合う 。南西辺中央は士凛により切られている。壁高はほとんど無く、東コーナ一部に設置され

たカマド及び床面の広がりか らプラソを把握した。カマ ドは壁外にのびず、 コーナ一部床面をハの

字形に15cm前後掘り窪めたもので底に焼土、炭がわずかに認められた。柱穴は 4本検出されてい

る。 うちP,、P2、p4は壁にかかって穿たれている。深さ P1は 1QC1/l、P2は 32C111、p3は 15C7/I、

p4は 27cz/lを測る。遺物は本跡が覆土を欠くため少く、

（第23図）のみである。

8号住居跡出土土器（第22図）

土師器の杯。口縁部28％が残存しているにすぎない。推定口径は

11. 3cr,1、器高は 2.8C7llとなる。

図示できるものはカマド内出土の土師器杯

器形は扁平と な り、底部と の境に緩

冒 ＿
O 10cm 

い稜をも って口縁は直立する。胎土は密で微細粒砂を含む。焼成も 第23図 8号住居跡出土土器
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良好である。色調は内面が暗茶褐色、外面は暗橙褐色を示し、一部褐色となる。手法は口縁部が横

ナデ整形、外面はヘラケズリ 。内面は指ナデ整形。覆土よりの出士。

9号住居跡（第25図）

発掘区北寄り、 1号溝と 2号溝の交点の南側に検出された。 336x 296cmの隅丸長方形を呈する。主

軸は N-80°-Wをさす。北群の住居跡の中では掘り込みが20虚前後と深く良好な状態で検出され

た。カマ ドは東辺にあり壁外に約50cm掘り込んでいる。内部には側壁に用い られていたと思われる

片岩が多量に落ち こんでいた。 底は床面から約15cm下がっている。焼土は顕著でなかった。柱穴は

北東、南東コーナ一部にある貯蔵穴と考えられるもののほか3本検出された。P1の深さは 25cm、

P心 52cm、P3iま32cmである。 カマド左側の貯蔵穴は62x 56cm、深さ3lC1/l、右側は75x 55cm、深さ

25cmで55x 30cm大の片岩が上にかぶるように遺存していた。床面は堅緻でカマド周辺が若干深い。

遺物は土師器甕、須恵器甕、杯がカマド周辺および右側貯蔵穴周辺から出土している。

9号住居跡出土土器 （第26図）

器種 ［番号1大きさ(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 l ロ径 20 0 肩部の張りは弱く頸部で括れ、ロ n縁部横ナデ塾形後肩部外面横位I＇カマドや7
縁は 「ハ」の字に開く。微粗粒砂 のヘラ ケズリ。内面横位のヘラナ 20%

含む。2次的加熱のためもろくな デ。

る。橙褐色。

甍 2 ロ径 20.9 張りの弱い肩部から頸部は外面で ロ縁部横ナデ整形後外面肩部は横カマドNo.5
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第25図 9号住居跡

器種 1番号 1大きさ(cm)I 形態の特徴 手法の特徴 備 考

2
 

は括れも目立たず直立し、口縁は位のヘラケズリが施されるが、乾125%

外反する。微細粗粒砂含む。焼成燥が進んでからのためナデ様とな

堅緻。明茶褐色。 る。頸部、体部に成形時の指頭圧

痕。内面横位のヘラナデ。 3.3 C班

幅の輪積み成形。

甕 3 I口径

甕 4 I口径

疵 5 I底径

21. o I直線的な体部から肩部はわずかに口緑部横ナデ整形。外面は乾燥が 1カマドNo.6
張りをもち、頸部で括れぶ厚い口進んでからのナデ様ヘラケズリ 。

縁は外反する。微粗粒砂小石含む。内面ヘラナデ。

硬質。内面淡褐色外面茶褐色一部

褐色。

20. 81肩部はほとんど張りをもたず頸部口緑部に接合痕。 口縁部横ナデ整ヵマドNo.13
は内傾する。口縁は 「ハ」の字に形と肩部外面ヘラケズリの間は幅 No.16

開く 。微粗粒砂含む。粗。器肉原 51n切の棒状工具による沈線が一周 26%

く重い。暗橙褐色一部橙褐色。 する。内面横位のヘラ ナデ。

6. 21径の小さな底部より体部はわずか外面縦位のヘラケズリ 。最下端に 1底部のみ40%

に内漉して開く 。器肉厚い。微粗横位のヘラケズリが施される。底

粒砂含む。底部外面には砂粒が多部は砂粒多く整形痕不明。内面は

い。焼成良。淡褐色。内面と外面I横ヘラナデ。

の一部は器面剃離して橙褐色を呈

する。

No.12、No.17
21?; 
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種` 1番号 1大きさccin)I 形態の特徴 I 手法の特徴！備考

甕 I 6 I底部 5. 91径の小さな底部より体部は「ハ」 底部外面はほとんど整形されておカマドNo.12
の字に開く 。微粗粒砂小石含む。 らず器面粗い。体部は縦位から斜底部のみ

粗。重量惑があり9と同様である。位のヘラケズリ 。内面は木口状工

暗橙褐色外面体部下端一部褐色。 具によって細い刷毛目が残る。

台付甕I7 口径 12.9丸味をも った肩部より頸部はわず口緑部整形横ナデ後肩部外面横位カマドNo.8
かに括れ、口縁は直立する。微粗のヘラケズリ。内面はヘラナデが 27%

粒砂含む。 2次的加熱のためもろ施されるが器面の剥離が激しい。

くなる。淡橙褐色。

杯 8 口径 ll. 81体部は中位に張りをもって開きロ ろくろ整形。 覆土

緑は外反する。微粗粒砂小石含む。 ロ縁部と体部

焼成良。黄褐色部分的に橙褐色。 のみ50%

杯 | 9 I底径 5. 51扁平な底部より下端に丸味をもっ ろくろによる整形。底部は右回り カマドNo.17

て体部は開く 。微細粒砂小石含む の回転糸切り痕。 底部と体部下

2次的加熱によりもろくなる。淡 半のみ

橙褐色部分的に茶褐色、灰色、灰

黒色を呈する。

杯 I 10|口径 11. 2 径の小さな底部よりわずかに内湾 ろくろ水挽成形。底部は器面荒れカマドNo.15

器高 3. 6 して体部は開き、玉縁となる口緑 糸切り痕は不明である。 ロ縁部26%

底径 5. 3 は外反する。微細粗粒砂含む。粗。 底部40%

焼成良。橙褐色外面体部紅褐色。

杯 |n I口径 11. 2 径の小さな底部から体部は中位に ろくろによる整形。底部右回りの カマドNo.9

器高 4. 0 張りをもって開き玉緑となる口縁 回転糸切り痕。 ロ縁部30%

底径 5 5 は強く外反する。微細粗粒砂少量 底部70%

の小石含む。 2次的加熱のため器

面荒れる。黄褐色内面体部紅褐色

杯 |12 I口径 11. 9 器肉の厚い底部から体部下半に張 ろくろ整形。底部右回りの回転糸 カマドNo.10

器高 4. 2 りをもって開き口縁は外反する。 切り痕。高台は貼付による。 ロ縁部30%

底径 6 1 高台は低く不整形。微細粗粒砂含 底部70%

高台径 60 む。 2次的加熱のため器面荒れる。

高台高 07 内面灰褐色外面橙褐色底部灰黒色

杯 |13 117径 11.91;-L味をも った体部から口緑はややろくろ整形。口唇部に整形時の段IカマドNo.10
外反する。微粗粒砂含む。焼成良を有す。

暗灰色外面一部灰色。

甕 |14 I口径 21. 81頸部は括れて 「ハ」の字に開き口 Iろくろ整形。
縁は外反し外面に断面三角形の凸

帯が廻る。微粗粒砂含む。軟質淡

灰禍色部分的に灰色、灰黒色。

砥 石115 I現存長10.0石質は細粒砂岩。 上面と右側面は

現存幅 6.7使用され平滑となる。上面に一条

厚さ 2. 7深さ 4筑煎の鋭い溝がある。裏面は

左側と左側面の大半が乎滑となる

が凹凸が激しい。三条の洩く 丸味

をもった条痕が 2ケ所と、左側面

に鋭い条痕が 3条つく 。

フク土

18% 
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第26図 9号住居跡出土遺物

10号住居跡（第27図）

9号住居跡の南側に位置している。406X 360、290、250cmの不整梯形に近いプラソを呈する。東

辺カマ ド右側がコーナー状にくびれる部分があり、調査時に 2軒の重複かと考えたが、土層に変化

がなく、また2本の周溝の状況から、住居跡の拡張を考え単一の住居跡と判断した。壁高は斜面上

部にあたる北、東辺は30~50cmを測るが南辺は 6C11i前後と浅い。周溝は平行して 2本あり、カマド

右側のくびれ部から西、南辺に沿って L字状にめぐる。 壁寄 りの周溝は幅10~25cm、深さは 5虚前

後で北西コーナ一部では床面が低くなっているため不明瞭となる。内側は幅25cm、深さ 5~15cm。

カマドは東辺中央にあり壁外に約80cm掘り込んでいる。底は床面からlQcm前後下がっている。柱穴

は東辺くびれ部、壁際に 1本検出された。深さは25cm。床面は凹凸があり南半が若干深くなってい

る。

遺物は土師器甕、杯、須恵器杯、土錘がカマド周辺、柱穴際、西辺壁際から出土している。
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゜ 第27図 10号住居跡

10号住居跡出土土器（第28図）

器種 1番号 1大きさ(cm)I 形態の特徴 手法の特徴 I備考

杯 | 1 I口径 12. 81扁平な器形となる。平底から屈曲口緑部整形横ナデと底部ヘラケズ No.2
して口縁は立ち上がり内湾気味にリの間は約 lcm開きナデが施され 18%

やや開く。微細粒砂含む。密。焼る。

成良。暗橙褐色。

杯 | 2 1底径 10. 51口緑部を欠く。扁平な器形。平底底部ヘラケズリと口縁部整形の間 No.l
から体部は緩やかに開く。微粗粒は開きナデられる。内面は器面荒底部と体部の

砂含む。軟質。橙褐色。 れ整形痕は不明である。 み

杯 I 3|口径 12. 5器肉厚い。器形は弧状を呈するが口縁部横ナデ整形。内外面とも器覆土
器高 4. 5底部が意識され 2~3況煎高くな面荒れ整形痕は不明瞭となるが、 口縁部48鈴

底径 4. 8る。口緑はわずかに外反して直立外面はヘラナデにより滑か。 底部100%

する。微粒砂赤色粒子を含む。や

や軟質。内面と外面の一部淡橙褐

色外面黄褐色。

坑< | 4 I底径 4. 1 I底部のみ。 3と同様の器形を呈す底部は円板を埋め込んでいる。外覆土
る。微粒砂赤色粒子含む。やや軟面ヘラナデ。内面には成形時の指底部のみ70劣

質。橙褐色、外面一部淡橙褐色。 頭圧痕残る。器面磨滅、指ナデ。

台付甕I5 I口径 14. 8[肩部は丸味をもって強く張り頚部口緑部と頸部横ナデ整形後肩部外覆土
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第28図 10号住居跡出土遺物

器種番号l大きさ(c11L)I 形態の特徴 手法の特徴 l備考

5
 

は内傾して括れ、口縁は「ハ」の面横位のヘラケズリ 。内面横位の口縁と肩部の

字に開く。微細粒砂含む。焼成堅ヘラナデ。 み13%

緻。茶褐色。

甕 I 6 I口径 18. 81丸味を持った肩部から頸部は緩く口縁部整形横ナデ後肩部外面ヘラ No.4、No.7

括れ、口緑は外反しながら開き先ケズリ。 内面ヘラナデ。口緑外面 口縁と肩部の

端は内湾気味に直立する。微細粒に巻上げ痕。 み30%

砂赤色粒含む。軟質。明橙褐色。

甕 I 7 1口径 21川肩部の張りは弱く頸部はやや内傾口縁部と頸部は 2度に分けて横ナ No.6、 カマド

して直立し、口緑は「ハ」の字にデ整形される。肩部外面ヘラケズ覆土、口縁部

開く。微細粒砂含む。焼成良。茶 リ。内面は横位のヘラナデ。口縁接合 しない 2

褐色部分的に橙褐色まだらに褐色外面に指頭圧痕。 片65形、体部

となる。 30彩

甕 I 8 1口径 20.91張りの弱い肩部から頸部は内領し 口縁部整形横ナデと肩部外面ヘラ覆士
て括れ、 口緑は外反して開く 。微ケズリの間は棒状工具による沈線口緑部 5形

細租粒砂、小石含む。焼成良。淡が廻る一部二重になる。内面はへ 肩部13%

褐色口緑部暗橙褐色。 ラナデが頸部にも及ぶ。

杯 I 9 I口径 13. 0底部はやや上げ底となり 、体部はろくろ水挽成形。底部は右回りの覆土
器高 3. 6中位に張りをもって開き口縁は更回転糸切り痕が残る。 口緑部20%

底径 6.6に開く。微粗粒砂小石含む。焼成 底部50%

良。灰色。

杯 I 10 I底径 5.81高台は「ハ」の字に開き接地部は1内黒土器。ろくろ整形。底部右回I覆土
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器種番号l大きさ(cm)¥ 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

10 高台径 6.4i扁平となり外側で接地する。微細りの回転糸切り痕。貼付高台。内 底部のみ74%

吉回ム口吉向 1. 0 粒砂含む。焼成良。赤褐色内面黒 面はみがきにより光沢をもつ。

色。

土 錘 11 最大径 2.1I 大形。端部は使用により磨滅する 孔の径はほぽ一定する。外面は指 覆土

孔径 0. 5微細粒砂含む。橙褐色。 20.59 頭によるナデにより滑か。 70% 

11号住居跡（第29図）

9、10号住居跡の東側、円形周溝の北側に検出された。 308x 241cmの隅丸長方形を呈し、主軸は

ほぽ南北である。北東コーナ一部近くで東辺が張り出し12号住居跡と接しているが前後関係は把握

できなかった。壁高は北、西辺で約10m、南東辺はほとんど掘り込みがなく周溝、カマドからプラ

ンを把握した。カマドは東辺の南東コーナー寄りに構築されている。壁外に約30cm掘り込まれてお

り、底は床面から15虚下がっている。北東コーナーの張り出し部には70x 65cm、深さ45cmの貯蔵穴
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がある。柱穴は検出されなかった。床面は堅く しまっているが凹凸があり 、 とくにカマド焚口部付

近が深くなっている。 12号住居跡床面より10Cnl前後高い。

遺物は貯蔵穴周辺から土師器甕、 羽釜、須恵器杯が出土している。

12号住居跡 （第29図）

11号住居跡の東に接して検出された。 340、304x 260cmの隅丸梯形に近いプラソを呈する。主軸

は11号住居跡とほぼ同じである。 プラソ確認面の南北辺のレベル差は約25cmを測るが、床面が南に

傾斜しているため壁高は南北辺ともlOcm前後である。 幅20~35cm、深さ 6~l3C1/L前後の周溝がほぽ

全周する。南辺で深い。 カマ ドは11号住居跡と 同じく東辺南東コー ナー寄りに構築されている。焚

ロ部幅6ocm、壁外に約40c叫屈り込まれており、底は床面より15cm低い。焚 口部床面に焼土が約3cm 

堆稼していた。柱穴は検出されなかった。床面は南半のカマ ド周辺で凹凸が激しい。北半では205x

lOOcmの範囲がベッ ド状を呈し、カマ ド周辺よりも約20cm高い。遺物は床面、覆土とも少なかった。

二 □ ロニ

ocm／口□(ローロ／
第30図 11号住居跡出土土器

11号住居跡出土土器 （第30図）

器種 1番号 1大きさ (cm)I 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I 備 考

杯 1 ロ径 11. 1 器肉厘い。内面中央が高く扁平な 器形はやや歪む。ろくろ整形。底 No.l 

器高 3. 5 底部から体部は下半に張りをもっ 部にはわずかに糸切り痕が残る。 高台を欠くが

底径 6 0 て開き 口縁は外反する。微細粒砂 貼付高台は全く剥落している。杯 ほぽ100%

小石含む。密。やや軟質。橙褐色 底部よりもずれている。

| 
まだら状に淡褐色。

杯 2 ロ径 12. 4 径の小さな底部からわずかに張り ろくろ水挽成形。底部は回転糸切 ロ縁部38%

器高 4. 7 をもって 「ハ」の字に開き、口緑 りによる切離し。貼付高台は剥落 底部15%

底径 5. 2 は外反して更に開く。微粗粒砂、 する。

6 ~15mmの石を含む。やや軟質。

赤茶褐色。

杯 3 ロ径 14. 0 体部は内面に段をもち大きく 「ハ」 内面と口縁部にはろくろ整形痕が No.1 

底径 7. 3 の字に開く。高台は高く外反気味 みられるが、外面体部には成形時 ロ縁部25%

高台径 8.4 に開き接地部は内側となる。微粗 の指頭圧痕残り不定方向の指ナデ 底部20%

高台高 1.3 粒砂含む。焼成良。黄褐色一部橙 が施される。底部は不明。高台は

褐色。 貼付後ろくろ整形。



器種番号大きさ(cm) 形 態 の 特 徴

杯 4 ロ径 11. 0 体部はわずかに内湾し「ハ」の字

器高 4. 1 に開ぎ、口緑は内面に稜をもって

底径 5. 8 更に開く 。高台はわずかに開く。

高台径 68 微粗粒砂含む。やや軟質。暗灰色。

吉向ム口古回 1. 3 

甕 5 ロ径 18. 8 胴上半に丸味をもって張り肩部は

なだらか。頸部で括れ外面に稜を

もって口緑は外反して開く。微細

粗粒砂小石含む。焼成良。明茶褐

色内面黄褐色。煤付蒼。

羽 釜 6 ロ径 20. 0 鍔直下に最大径をもち口縁は内傾

する。口唇はほぼ平坦となり内面

寄りに浅い 2条の沈線が廻る。鍔

は断面三角形。微細粒砂小石含む。

灰色外面一部暗灰色。

12号住居跡出土土器（第31図）

1. ろくろ使用の土師器杯。 口縁部25％のみ。推定

ロ径は13.QC1/l。体部は直線的に開ぎ、口緑は外反する。

微粒砂小石含む。やや軟質。暗黄褐色。

2. 土師器甕。接合しない 3片より成る。推定口径

19. 9C1ll。体部は球形となり、 頸部で括れ、口縁は「ハ」

に開き先端は直立気味となる。口縁外面に一条の深い

沈線が廻る。細粗粒砂小石含む。内面淡黄褐色、外面

橙褐色で煤付着。 整形は口縁部横ナデ整形後外面ヘラ

ケズリ 。内面はナデられるが成形時の凹凸が残る。

13号住居跡 （第32図）

I 
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手 法 の 特 徴 I備 考

ろくろ水挽成形。底部回転糸切り ロ縁部35%

高台は貼付。 底部20%

3~3. 5cm幅の輪稼痕。ろくろ整形 ロ縁部13%

後体部下半は下方よりの縦位のヘ 体部20%

ラケズリ 。

巻上げ成形後ろくろ整形。体部下 No.2 

半は縦位から斜位のヘラケズリ 。 40;/i 

鍔は貼付けられる。

¥ l I 

•\ 

第31図 12号住居跡出土土器

10cm 
」

12号住居跡の東側に検出された。307X 284CII!の不整方形を呈す。プラソの軸は N-55°-Wであ

る。壁高は10C11i前後であるが、南北辺のプラソ確認面のレベル差は約25cmを測り、床面は南に傾斜

している。 カマドは東辺、南東コーナー寄りに構築されている。焼土が約20cm堆積しており、上部

には天井石および側壁を補強していたと思われる片岩、礫が混在していた。カマドの底は床面から

約10虚下がっている。床面は軟弱であり南に傾斜している。とくに南辺寄り 100cmでは約10cm落ち

込んでいる。遺物はカマド充土中から集中的に出土した。

13号住居跡出土土器（第33図）

器種 l番号l大きさ(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 1 推定口径 体部は下半に張りをもって開ぎ、 ろくろ整形。 カマド内出土

11. 9 ロ縁は肥厚して外反する。微細粗 ロ縁部10%

粒砂含む。焼成良。灰色口緑部暗 体部20%

灰色体部一部淡橙褐色。外面一部

黒色。
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第33図 13号住居跡出土土器

器種番号 1大きさ(en叫 形態の特徴 手法の特徴 備考

杯 2 推定口径 体部下半に張りをもって開き、ロ ろくろ整形。 カマド内出土Il 

11 6 縁は肥厚して外反する。微細粒砂 13% 

含む。やや軟質。内面明茶褐色外

面茶褐色。

杯 3 推定口径 器肉厚い。体部下半に張りをもっ ろくろ整形。底部には糸切痕がわ カマド出土

10 8 て開きわずかに括れて口緑は外反 ずかにうかがえる。 15'Ji 

器高 3. 4 する。微細粗粒砂含む。やや軟質

底径 5. 4 灰色底部から体部下半は灰黒色。
| 
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器種 1番号 1大きさ(cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

甕 ！ 4 |推定口径 なだらかな肩部より頸部でわずか口緑部横ナデ整形後肩部外面上方カマド内出土
21. 0に括れ口縁は 「ハ」の字に開く 。 から下方へのナデ様ヘラケズ リ。 10% 

微粗粒砂小石含む。焼成堅緻。暗内面ヘラナデ。

茶褐色口縁部内面明茶褐色。

甕 I 5 I口径 20. 51胴上位に最大径。肩部なだらか。 口緑部整形横ナデ後、頸部から肩カマド内出土
頸部はわずかに括れ口緑は内側に部横ヘラケズリ 。体部縦ヘラケズロ縁部10劣

肥厚して 「ハ」の字に開く。微粗リ。頸部外面に浅い一条の沈線。 体部40%

粒砂小石含む。粗い。焼成良。橙内面横位のヘラナデ。

褐色部分的に黄褐色。

羽釜I6 I口径 22 01体部上位に最大径。鍔のところでろくろによる整形。鍔は貼付け。 カマド内出土
やや内煩し口縁はわずかに立ち上 20形

がる。口唇はわずかに丸味をもっ

鍔は断面三角形。微細粒砂小石含

む。密。茶褐色一部明茶褐色。

14号住居跡 （第34図）

10号住居跡の東側に近接している。掘り込みが浅く、斜面下側にあたる南辺は現出できなか った

が290x 255cm、梯形ぎみの長方形を呈すると思われる。主軸は N-65°―W である。壁高は北辺で

約10C1/iを測る。 カマドは北辺の北東コーナ一部近くにある。壁外に約100C11iと大きく掘り込んで構

築されている。底は床面よりー5C11l、 奥壁部ではほぽ垂直に立ち上がっている。柱穴は南西コーナ

ー近くに 1本ある。深さ15cm。床面は軟弱で地表の（頃斜に従い南が深くなっている。

遺物は土師器杯、甕、須恵器杯がカマド充土中から出土している。
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第34図 14号住居跡
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14号住居跡出土遣物（第35図）

土師器甕。 25％の残存率。推定口径は

19. 9c況。体部は丸味をもち頸部で括れ、

ロ縁は内湾して立ち上がる。口唇部は平

坦となる。胎土は比較的密で焼成もふつ

う。淡茶褐色。内面一部黒色。頸部内外

面に接合痕。口縁部横ナデ。外面ヘラケ

ズリ時の木口が頸部にあたる。内面横ヘラナデ。

□r1 
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10cm 

第35図 14号住居跡出土遺物

2は滑石製紡錘車。径4.Qcm、厚さ1.7cm、軸径はO.7cmで下面がやや太い。 表面の 6ケ所に細い

沈線により格子目状のモチーフが描かれている。重さ48g。

15号住居跡 （第36図）

14号住居跡の東側に位置している。西辺から南辺にかけて西南コーナ部を残し大含く 2号溝に切

られている。430x 323cmの隅丸長方形を呈し、 主軸はほぽ南北にある。壁高は北辺で50C7/l、南西コ

ーナ一部で30C7/lを測る。周溝は幅15cm、深さ5C71!前後で北東コーナー部から南西コーナ一部にかけ

て約半周する。カマドは東辺の南東コーナ一部近くにあり約100cm壁外に掘り込まれている。 両側

Iロ 匹
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第36図 15号住居跡
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壁には緑泥片岩を 2個立てて補強しており、中央には支脚に用いたと思われる礫が据えられてい

た。底は床面より約10cm低い。煙道部は先細りしている。床面は平坦、堅緻であった。柱穴は南西

コーナ一部で 2号溝にかかって1本検出された。深さ55cm。

遣物は土師器甕、杯、羽釜、須恵器甕、杯が覆土下部、カマド周辺から出土した。第37図7、8 

の羽釜はカマド内につぶれた状態で出土している。

15号住居跡出土土器（第37図）

1器種 i番号 l大きさ(cm) 形態の特徴 l 手法の特徴
杯 1 口径 11. 11体部は中位に張りをもち、口縁はろくろ整形。

玉縁となって更に開く。微細粗粒

砂小石含む。やや軟質。橙褐色。

ロロニロ三三4
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第37図 15号住居跡出土土器

備考

No.5 

底部欠損

10% 

ニ 5

10cm 
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器種 1番号 l大きさ(C1It)1 形態の特徴 I 手法の特徴 1 備考

杯 I 2 I口径 6．叶体部下端は丸味をもって張り、高戸＜ろ整形。高台は貼付け。
台は 3mと低く雑なつくり。微粗

粒砂含む。焼成良。黄褐色。

杯 I 3 I r::1径 13. 2体部は直線的に 「ハ」の字に開き 1ろくろ整形。裔台は貼付け。

器高 4. 2口縁は玉縁となって更に開く。底

底径 6. 9部の器肉は薄い。高台は低く雑な

高台径 7.2つくりとなる。微粗粒砂小石含む

高台高 0.7焼成良。黄褐色。一部橙褐色。

覆土

25% 

覆土

20% 

杯 I 4 I底径（推定）高台は内側の長さと外側の長さがろくろによる整形。高台は貼付け覆土

6. 2著しく異なり、大きく 「ハ」 の字後丁寧に調蟄される。杯底部内面底部のみ25%

高台径 7.0に開く。接地部は内側。微細粗粒はヘラミガキが施される。ミ ガキ

高台高 1.0砂含む。焼成良。橙褐色。杯底部も余り丁寧ではなく色も真黒には

内面は褐色。内黒士器。 ならず褐色を呈する。

杯 I 5 I底径 5 6高台は高く 「ハ」の字形に開く。 高台は貼付けと言う よりも埋め込覆土

高台径 72歪む。 微細粒砂小石含む。軟質。 まれている。横ナデ整形。外面底底部のみ50%

高台高 l.7橙褐色。 部との境は棒状工具によるナデが

溝状となり一周する。杯部内面に

爪痕が多数残る。

杯 I 6 I口径 15. 4径の小さな底部から体部下半に張ろくろによる整形。底部には糸切 No.4、No.3、

器高 5. 0 りをもって大きく開き、口縁は更り痕が残る。高台は貼付後ナデ整 No.5

底径 7. 0に外反し先端は立ち気味となる。 形、つくりはやや雑である。内面口縁22％を欠

高台径 7.3高台は余り開かず接地部は内側。 こ横位のヘラミガキにより平滑。 く。

高台高 1.0微粗粒砂石含む。焼成良。橙褐色黒色処理は全面に及ばず、底面か

一部黄褐色。内面底部から体部中ら体部中位までである。

位まで黒色。内黒土器。

羽 釜I 7 I口径 225l窄まった底部付近より緩やかに開巻き上げ痕はろくろ整形によって No.3

き鍔直下に最大径をもち内傾してていねいに消される。鍔は貼付後底部と体部の

ロ緑は立ち気味となる。鍔は小さろくろナデ。体部下半のヘラケズ 一部を欠くが

＜断面三角形。細粗粒砂小石含むリは上方から下方に施されるが粗口緑は全周す

焼成堅緻。淡褐色体部部分的に茶くまばらである。 る。

褐色。外面に黒斑、内面下半器面

荒れる。

羽 釜I 8 1口径 22.8I体部は中位と上位に張りをもち鍔巻き上げ成形後ろくろによる整形 No.5、No.3

付近から内傾し口緑は立ち気味。 体部外面鍔下 2cmのところから上覆土出土。

ロ唇部は乎坦。鍔は小さく断面三 方から下方への縦ヘラケズリ 。鍔底部を欠く。

角形。微粗粒砂小石含む。焼成良は貼付け。 75% 

淡橙褐色。外面部分的に褐色。ロ

縁から体部上半に煤付着。内面に

も一部煤付滸。

羽 釜I 9 I口径 23. 91器肉厚い。体部の張りは弱く内傾外面に1.3~2. 0C11lの巻き上げ痕か No.5、 覆土

も少なく口縁は立ちあがり先端は顕著に残る。ろくろ整形。鍔は貼口緑部20%
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器種 1番号 1大きさ(cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 社； の 特 徴 I 傭 考

， 内湾する。口唇は平坦。鍔は小さ 付時の指ナデ付け痕が残る。整形 体部25%

＜断面三角形。微粗粒砂小石含む は雑であるが内面はなめらか。

やや軟質。淡橙褐色。部分的に 2

次的加熱のためもろく紅褐色。

甕 10 推定口径 頸部より大きく朝顔形に開き口縁 ろくろ照形。 覆土

44 0 は先端が尖り、直下に鍔状につま ロ緑部のみ

み出される。微粗粒砂小石含む。 10% 

軟質。灰色。

16号住居跡 （第38図）

発掘区の最北部の緩斜面に検出された。東側には性格不明の落ち込みがあり東辺は把握でぎなか

った。 (350)x 320cmのややくずれた隅丸方形を呈し、軸は方位に合う 。壁高は斜面上部にあたる北

辺では18cmあるが、南辺では 5C711前後と洩い。カマドは東辺の東南コーナー寄りに構築されてい

る。掘り込みは浅く貧弱であった。焼土が確認された範囲外からも遺物（第39図2、 6)が出土し

ており、本来さらに壁外にむかって煙道部に相当する部分が存在したと思われる。柱穴は検出され

なかった。床面は凹凸が激しい。特に西辺寄りでは250X 1QQC1/lの範囲が5~ 8C7l1前後隆起してい

た。

遺物はカマド周辺から集中して土師器甕、須恵器杯が出土している。本跡東側の落ち込みについ

てはそのプラソ、規模等から住居跡と認定し得なかった。
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第39図 16号住居跡出土土器

16号住居跡出土土器（第39図）

器種 1番号大きさ(cm)[ 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形台
付甕

小形台
付甕

2 I底径

台径

4. 2台は小形で底部より 「ハ」の字に 1横ナデ整形。

7.4開き下半で更に開いて接地する。

微粗粒砂含む。軟質。明橙褐色。

甕

底径

甕

1 I口径

4 I底径

10.91体部上位に最大径。肩部はなだら 1口縁部横ナデ整形後外面肩部横位 1カマド出土

か。頸部は内傾して立ち上がり口の以下は縦位のヘラケズリ 。内面125%
緑は外反する。先端は尖り立ち気はヘラナデ。

味となる。微粗粒砂小石含む。焼

成良。二次的加熱のためにも ろく

なる。橙褐色。

台部のみ80形

3 I口径 19.4径の小さな底部より体部は大きく口緑部横ナデ整形。外面肩部横位カマド、 No.6
推定器高 開き上位に最大径をもつ。頸部で以下斜位、縦位のヘラケズリ 。内 No.7

23. 1括れ口緑は強く外反し先端が直立面は横位のヘラナデ。で頸部には口縁部90劣

4. 3する。微粗粒砂含む。焼成良いが単位のやや細い工具によるヘラナ体部40%

内面の器面剥離が著しい。赤茶褐デが施される。 底部35飴

色。 復元実測

3. 01径の小さな底部より体部は大きく I体部下端は斜位のヘラケズリ 。底INo.6 
開く 。微細粒砂含む。密。焼成良。面はヘラケズリによって造られる 1底部のみ80%

内面橙褐色。外面茶褐色。 内面は下端は 2段横位の、以上は

縦位のヘラナデ。
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器種番号 1大きさ(cm)[形態の特徴 手法の特徴 備考

杯 1 5 1口径 13. 5径の小さな底部より体部は下端とろくろ水挽成形。底部に回転糸切 No.l、No.2

器高 4.9中位に張りをもって開き、口縁はり痕。高台は貼付け後ろくろナデ高台45%

底径 6.0肥厚して外反する。高台は低く雑内面に棒状工具によるナデが一条底部100%

高台径 6.3なつくりとなる。微細粒砂小石含廻る。内面は器面剥離が激しい。 口縁部25%

高台高 0.7む。焼成良。褐色。部分的に灰色

を呈し軟質。

杯 6 I底径 5. 3径の小さな底部より体部は下端とろくろ水挽成形。底部整形痕は不 No.6、No.3

高台径 5.9中位に張りをもって大きく開く。 明。高台は貼付け後横ナデ。外面高台50%

高台高 0.6高台は低くやや歪む。微粗粒砂含杯との接合部は棒状工具によって底部95%

む。軟質。黄褐色部分的に橙褐色ナデられ稜をつくる。 体部30飴

杯 | 7 |底径 5. 7底径は小さい。高台は低く内側にろくろ整形。底部に右回りの回転覆土
高台径 5.6浅い沈線が廻る。正円にはならず糸切 り痕。高台は貼付け後横ナデ底部のみ

高台高 0.4歪む。微細粒砂小石含む。軟質。 ーケ所に棒状工具によって切られ

灰色外面一部灰黒色。内面一部黄る。

灰色。

杯 | 81口径 15. 8小さな径の底部より体部は下端とろくろ整形。底部右回りの回転糸カマ ド No.4 

皿

器高 5. 6上半に張りをもって開き、口縁は切り痕。高台は貼付け。 No.5、No.6

底径 6.0玉緑となって外反する。高台は低 口緑部40%

高台径 6.2く直立する。微粗粒砂小石含む。 底部85%

高台高 0.7焼成良。灰黒色。二次的火熱を受

9 I口径
器高

底径

けた部分は軟質で橙赤褐色を示す

13. 2底部は一部突出し不安定。体部はろくろ整形。底部は右回りの回転 No.3

2. 9中位に張りをもち大きく開き口緑糸切り痕。中央に小石の抜けた痕口緑部30%を

5. 8は玉縁状となり更に開く 。微粗粒がありやや突出した底部となる。 欠く。

砂小石含む。軟質灰色。一部灰黒

色を呈し焼きしまる。

甕 I 10 I底径 9. 3高台は接地部が広く凹凸が激しいろくろ整形。底部は回転と一定方 No.l
高台径 9.6微細粒砂小石含む。焼成良。内面向のヘラケズリ。高台貼付後ナデ底部のみ

高台高 0,7青灰色。外面暗青灰色。 により内側に稜をもつ。高台接地

部にヘラ起しの凹凸。

17号住居跡（第40図）

16号住居跡の南側に位置している。370x 350cmの隅丸方形を呈し、軸はほぽ方位に合う 。壁高は

20cm前後で良好な状態で検出された。幅10虚前後、深さ 5cmの周溝が北半にめぐる。東辺では壁か

ら30虚内側にめぐり、カマド裾につづく 。 この部分は床面より若干高く張り出し状を呈している。

カマドは東辺にあり、 ローム層を掘り残した袖をもち、壁外に約40cm掘り込んでいる。焚口部幅は

50cmで片岩の天井石が落下せずに遺存していた。右袖部には洩いピット状の落ち込みがある。 カマ

ド底ほ床面とほぽ同レベルとなっている。柱穴は南東コーナ一部を除き各コーナ一部に検出され

た。 P心深さ 7cm、Pは 10cm、Pは 30虚を測る。床面は平坦で堅緻であった。

遺物はカマド内及び右袖部で土師器杯、甕、須恵器杯が出土した他、 P2、p3間で床面から若干
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第40図 17号住居跡

浮いて底部に「中」のへら書きのある須恵器薬壺（第41図6)が出土している。またカマド左裾寄

りのテラス状の部分から編み物石が9個出土している。 うち 1個は壁際に立って出土した。

17号住居跡出土遺物 （第41図）

器種 1番号［大きさ(cm)[形態の特徴 i手法の特徴 備考
甕 I l I口径 22. 5器肉簿い。窄まった底部より体部頸部外面に巻上げ痕。口縁部横ナ No.l、No.2

器高 27. 6は中位直下に張りをもち直線的にデ整形。外面肩部横位以下斜位のカマ ド

底径 5. 2開き上位に最大径をもつ。頸部はヘラケズ リ。底部は一定方向のヘ ロ縁部50%

直立し口縁は 「ハ」の字に開く。 ラケズリ 。外面は特に器面の磨滅体部30%を欠

微細粒砂小石含む。軟質。底部よが著しい。内面はヘラナデでややく。

り12~13Cmのところに色の境界線器厚の凹凸がみられる。

あり。内面は 5~10m下がる。上

半は橙褐色。下半は淡橙褐色外面

一部褐色。

甕 I 2 I口径 21. 0器形は 1とほぽ同様。微細粒砂小胴部中位に接合痕。頸部外面巻き No.l、No.2
器高 27. 4石含む。焼成良。 1と同様底部よ上げ痕。口縁部整形横ナデ後、肩覆土

底径 4. 7り12C1/l前後のところに色の境界線部外面横位以下斜位、縦位のヘラロ縁部60%

をもつ。やはり内面は 1cm前後下ヶズリ 。底部一定方向のヘラケズ体部40％を欠

がる。上半赤褐色下半は淡橙褐色リ 。内面横位のヘラナデ。 <。

外面一部褐色を呈する。
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器種 l番号大きさ(C1n)1 形態の特徴 I 手 法 の特徴 ＼備考

甕 I 3 I口径 20. 1器形は 1とほぽ同様。微細粒砂小内面体部中位に接合痕。口縁部外 No.2、No.1

器高 27.9石含む。底部より12cm前後のとこ面に巻き上げ痕。口緑部整形横ナ覆土

底径 4. 5ろに色の境界線をもつ。内面はやデ後、外面肩部横位以下斜位、縦底部80%、体

はり下がる。上半橙褐色。下半淡位のヘラケズリ 。底部もヘラケズ部20％を欠く

橙褐色。外面体部全体に粘土が焼リ。内面ヘラナデによりなめらか

付く。 全体的に磨滅する。

杯 I 4 I口径 10.91丸味をもった底部から口縁は立ち器面磨滅のため整形痕は不明瞭と覆土
上がり先端はやや外反する。微粗なる。口緑部塾形横ナデと底部ヘ口縁部28飴

粒砂含む。軟質。橙褐色一部褐色ラケズリの間は lC11l前後開く。

杯 I 5 I推定口径 径が小さく扁平な底部より体部はろくろ水挽成形。底部は回転糸切覆土
14. 4 

推定器高 大きく開き口縁は内面に稜をもっりによる切り離し、高台は貼付け口緑部11%

5. 7て口緑は外反する。高台は低く接 底部48%

底径 6. 4地面は中央が茫や窪む。微粗粒砂

高台径 6.7小石含み粗い。焼成良。灰黒色。

高台高 0.6 

薬 壺I6 I口径 4. 5底部は小さくやや上げ底となる。 ろくろ水挽成形痕が内側に明瞭。 口縁部を細く

最大径 7.6体部は下半と中位にわずかな張り底部は右回りのゆるい回転糸切り欠損するがほ

器高 5. 4をもって開ぎ、肩部は強く屈曲す痕。 「中」のヘラ書き。体部下端ぽ完形。

底径 4. 0る。頸部で窄まり口縁は直立し先に一部ヘラケズリが施される。肩

端は尖る。微粒砂小石含む。焼成部外面に自然釉が付羞する。

良。明灰色。

編物石| 7 I現存長 9.5石質絹雲母片岩。全体的に丸味を1重さ83g、厚さ1.9C?Il

幅 2.9もつ。下方を欠損する。

編物石I8 I現存長 9.71石質絹電母片岩。上下を欠く。鳳重さ61g、厚さ1.3cm 
幅 2.8平。

編物石I9 I長さ 10.31石質絹雲母片岩。上面は三角形糾重さ72g、厚さ2.lcm 
幅 2. 5呈し、下面は弧状を呈するが全体

的に磨かれて丸味をもつ。

編物石I10 I長さ 10.9石質絹雲母片岩。丸味をもつ。重I重さ1249、厚さ2.3cm 

幅 3. 3心点付近が一方わずかに凹む。

編物石I11 I長さ 認．0|石質絹雲母片岩。扁平。 重さ106g、厚さ1.5c況

幅 3.4 

編物石I12 I長さ 12. 2石質絹雲母片岩。全体的に丸味を1重さ76g、厚さI.6cm 

幅 2. 6もち形整う。

編物石I13 I長さ 13. 5石質絹雲母片岩。全体的に小形がi重さ146fl、厚さ2.Icm 
幅 3. 3多いなかで最大。石質による凹凸

が残る。重心点付近の右側がわず

かに磨り減る。

No.3 

No.4 

No.6 

No.5 

No.8 

No.9 

No.7 



- 54 -

2
 

ぃ冒。
4
7
 

／
コ

こ

物遣土出跡居住号17 
図ー4
 。第

3

尺
ー＼ーし
ゾー閻]こ

爪
こ

:° 
ロ。

10cm 



- 55 -

18号住居跡（第42図）

1号住居跡及び円形周溝の西側に検出された。保存状態は良好で610x 582cmの隅丸方形を呈し、

本遺跡で検出された住居跡のうちで最古期に属す。軸は N-25°-Eである。壁高は斜面上部にあ

たる北辺では25~3QC71l前後あるが、南側は 5C7/l前後と浅い。周溝は西辺を除く各辺に確認されたが

それぞれはコーナ一部で途切れ連続しない。幅10~25C71l、深さ 5虚前後である。カマドは北辺ほぼ

中央に構築されている。壁外に約20C79l掘り込んでいるが主体は内部にある。袖は粘土混りのローム

によりつくられている。底は床面から約20C7/i下がっている。カマド右側に80X 42C7／↓、深さ7QC7/lの不

整楕円形を呈する貯蔵穴が検出されている。柱穴はプラン対角線上で各コーナー寄りに 4本検出さ

れた。床面は全体的に固く良好であ った。とりわけ床面がわずかに上がっているカマド周辺は堅緻

である。遺物はカマド、貯蔵穴近辺に集中していた。第43図7は貯蔵穴に落ちこんでいたものであ

る。灰釉陶器13は北東コーナ一部でプラソ確認面から出土したものである。

18号住居跡出土土器（第43図）

器種 1番号 1大きさ(C1叫形態の特徴 手法の特徴 備考

杯 | 1 I口径 14. 0円弧状の底部より、外面に稜をも口緑部整形横ナデ後、底部外面横覆土出土
器高 4. 1って短い口緑はわずかに立ち上が位のヘラケズリ。内面はよくヘラ 70%残存

る。微粗粒砂含む。焼成良いが内ミガキされ平滑となり、底部中央

面の器面剥離が激しい。赤褐色外から口唇直下まで放射状の暗文が

面部分的に黒褐色を呈する。 施される。

杯 I 2 I口径 13.51 1とほぽ同様であるが、わずかに口緑部整形横ナデと底部外面ヘラ No.6

器高 3. 7扁平となり口縁は外反し内側に稜ケズリの間は約 lcm開きナデられ口縁部60%

をつくる。微粗粒砂含む。焼成良。る。内面は磨かれず、放射状の暗底部70%

橙赤褐色。外面に黒色部あり、ま文も雑である。

わりは黄褐色となる。

杯 I 3 I口径 13. 6器形は 2と近似するが口縁の外反手法も 2と同じ。内面は磨かれず No.2、No.3

器高 3.9が強くなり、器肉も薄くなる。微暗文は不明瞭となる。 40％残存

粗粒砂含む。焼成良。明橙褐色。

杯 I 4 I口径 12. 5器形はやや扁平となる。丸味をも 口緑部横ナデ整形後、外面直下か No.l

~13. 0った体部より稜をもって短い口縁ら横ヘラケズリ 。底面は一方方向口緑部15%を

器高 3.4は外反して立ち上がる。微細粗粒のヘラケズリ。内面は器面剥離が欠く。

砂含む。焼成良。赤茶褐色一部褐著しいが光沢をもち放射状の暗文

色。外面に炭化物付着。 が施される。

杯 I 5 I口径 10.81扁平な底部から口緑は強く内湾す底部外面に巻上げ痕。口縁部整形覆土出土
器高 3. 2る。微細粗粒砂含む。焼成良。焼横ナデと底部ヘラケズリの間は開 80%

成時のひび割れが目立つ。橙褐色き適当なナデが施される。内面へ

外面底部黒色。 ラナデ。つくり整形とも雑で指頭

圧痕が残る。

小形甕I6 I口径 15. 9体部上位に最大径をもち、肩部は口縁外面に巻き上げ痕。口縁部横覆土出土

最大径18.0張りをもつ。頸部は緩く括れ、ロナデ整形後、外面肩部斜位のヘラ 20%

縁は肥厚し、わずかに開く。微細ケズリ。内面は横位のヘラナデが
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器種番号 1大きさ(C1/l) 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

| 粗砂含む。焼成良。淡橙褐色。 施されるが器面の剥離が著しい。

土師甕I7 I口径 22. 0径の小さな底部よ り、胴部下端に口緑部整形横ナデ後、外面斜位、 No.10、11、カ

最大径19.8張りをもって開き、上半に最大径縦位のヘラケズリ。胴部中位以下マド出土

器高 34. 7をもつ。頸部で括れ口縁は外反しに粘土が焼け付く。内面は横位の 口縁部50形

底径 5. 4て「ハ」の字に開 く。微粗粒砂含 ヘラナデ。中位以下は器面が剥雑底部25%

む。焼成良。橙褐色。 する。底部に木葉痕。

甕 l 8 l口径 22. 6体部は直線的で上端に最大径をも 外面肩部より口緑部に巻き上げ痕 No.7、8、9
最大径18.9つ。頸部はわずかに窄ま り口緑はが明瞭に残る。口緑部横ナデ整形 No.10、13

強く外反する。微細粗粒砂小石含後外面縦位のヘラケズリ。内面斜カマド出土

む。焼成良。明橙褐色。 内面と外斜位から横位のヘラナデ。 体部下半とロ

面口緑以下一部に煤付着。 縁部18%欠損

甕 I 9 I口径 22.釦胴部は直線的、頸部の括れは弱い。口緑部整形横ナデ後、外面斜位の No.5、6

大きな口緑は外反して「ハ」の字ヘラケズリ。内面横ヘラナデ。 口緑部65%

に大きく開く。微粗粒砂含む。焼

成良。淡橙褐色。 口緑部内面に 3

ヶ所黒斑。

甕 I 10 I口径 20. 6器肉は最大径付近で薄く 、口緑と 軟質で器面磨滅する。口緑部整形 覆土出土

最大径16.2胴下半は肥厚する。 下部より直線横ナデ後、外面上部横位、以下は口緑部25形

的な開きをみせた胴部は上半で丸I斜位のヘラケズリ。内面は横位の
味をもつ。頸部でわずかに括れ、 1ヘラナデ。

ロ緑はやや外反して大きく開く。

粗粒砂小石含む。軟質。明橙褐色

須恵刷 11 |口径 14. 0扁平な底部より、体部は一度立ちろくろ水挽き整形。高台は剥落す覆土出土

器高 4. 2上がって開く。口縁は外反する。 る。 口縁部20%

底径 6. 6微粒砂小石含む。焼成良。淡灰色

内面口縁を除き、黒色を呈する。

須恵蓋I12 I口径 11. 0つまみは宝珠形。天井部より丸味ろくろ整形。天井部外面は回転へ完形。
器高 2. 1をもって開き、かえりをもつ。器ラケズリ。つまみは貼付けられる。

つまみ径 肉は天井部周辺の内面が肥厚する天井部内面につまみ貼付け時の指
1. 9 
しっかりしたつくり。微粗粒砂小頭圧痕が残る。

つまみ高
1. 2石含む。焼成良。灰色。

灰 陶 13 口径 13. 4器肉はやや厚い。器形は内面と外ろくろ水挽整形。底部はヘラ切り 口縁部35形を

杯 器高 3. 9面では感じを異にする。外面は扁か？ 高台は貼り付けられたもの欠損

底径 7. 3平な底部より体部は下半に張りをと思われる。その後回転ナデ整形。

高台径 7.4もって開ぎ、短い口縁は外反する。施釉方法はすくいがけ。一方に釉

高台高 0.5内面は底部中央が凹み体部の一番薬をこぼしたあとが外側につく 。

張 りをもつ部分までが底面となる

微細粒砂含む。やや粗。焼成良。

淡灰色。釉色は淡緑色。

磨 石|14I長さ 10. 5石質砂岩。下面の方がなめらかで1重さ429fl
幅 8. 7ある。右側面に使用痕が認められ

厚さ 3. 5る。

No.l 
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19、20号住居跡（第44図）

19号住居跡は円形周渦の東側周溝上に検出されたもので、さらに西辺で1号建物跡と重複してい

る。円形周溝の墳丘は本跡が構築された時期には既に一部が削平されていたこ とが知れる。覆土か

ら円箇埴輪片が出土している。

重複した部分の壁は明瞭でなく確認し得なかったが、周溝内側に掘り込まれた部分と外側のカマ

ドからおおよその規模は把握できた。主軸をほぽ東西にもっ(400)x 315cmの隅丸長方形を呈する。

壁高は西辺で10C71lを測る。カマドは東辺にあり 100x 75cm、深さ 10cmの規模で、一部周溝にかかり

多量の焼土が残存していた。カマド長軸は住居跡の長軸に対しずれている。柱穴は西辺の各コーナ

ー寄りに 2本検出されている。 規則的な配置から東辺コーナー寄りにも 2本想定される。 P1は深

さ40C1/l、Pは 46c11ら床面は平坦でなく、 また貼床部分も良好な状態ではなかった。

造物は須恵器杯、甕のほか、刀子（第57図6)が床直で出土している。

20号住居跡は19号住居跡南側にカマドと考えられる焼土跡 (40X 40c加）から認定した。したがっ

てプラ｀ノ規模、柱穴、床面等は不明である。その位置からすると円形周溝、建物跡と重複関係にあ

ったものと思われる。

辿物は焼土跡から小片岩に混じって検出されたものである。
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第45図 19号住居跡出土土器

19号住居跡出土土器（第45図）

器種番号大きさ (cm) 形態の特徴 手法の特徴 備考

杯 I 1 I底径 6. 71底面は歪む。全体的に雑なつくり。ろくろ整形。底部外面右回りの回覆土
微粗粒砂小石含む。軟質。淡橙褐転糸切り痕。一部は糸切り時に粘底部と体下半

色。外面底部黒色。 土がめくれて高台風となる。 60% 

杯 2 I口径 12. 7底部は切りそこなって一部隆起すろくろ水挽成形。底部には右回り覆土

器高 3. 5る。体部は「ハ」の字に開き口緑の回転糸切り痕。高台は貼付後ナロ緑部14:Jt

底径 5. 8は外反する。高台のつくりは雑でデ整形。 底部90%

高台径 6.5接地面は内側となる。微細粒砂小

高台高 0.5石含む。橙褐色。

坑 I 3 I底径 6. 5扁平な底部より体部は下端で張りろくろ整形。底部にはわずかに糸覆士

高台径 6.1中位に段をもって開く。高台はほ切り痕が認められる。高台は貼付底部50%

高台高 0.9ぽ立直する。微細粗粒砂小石含むけ後ろくろナデ。 体部30%

橙褐色。内面一部淡褐色。

杯 I 4 I口径 13.9扁乎な底部より体部は中位に張りろくろ水挽整形。底部回転糸切り覆土

器高 4.9をもって開き、口縁は玉縁となっ痕は磨滅して不明瞭となる。底部 口緑部25%

底径 6. 2て外反する。高台は剥落する。微には高台貼付時の爪跡が残る。 底部80%

細粗粒砂小石含む。底部灰色。体

部褐色。

杯 I 5 1口径 10. 0小形、小さな底部より体部は上半ろくろ水挽成形。底部は磨滅のた覆土

~10. 3に張りをもって「ハ」字に開き口め不明瞭であるが、回転糸切り痕口緑部をわず

器高 4. 2縁は内面に稜をもって更に開く。 が残る。穿孔は焼成前。 かに欠くがほ

底径 4.3微細粗粒砂小石含む。灰色、外面 ぽ完成。

~4. 8底部より 口縁にかけて黒色、黄灰

色を呈す。底部穿孔。

甕 I 6 I推定口径 大きく「ハ」の字に開いた口縁は 1ろくろ整形。
29. 0外側につまみ出され先端で尖る。

微細粒砂小石含む。やや軟質。淡

灰色。

覆土

8% 
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第46図 20号住居跡出土遺物

20号住居跡出土土器（第46図）

器種 i番号 1大きさ(cm) 形態の特徴 手法の特徴 I 備考

杯 | 1 1推定口径 体部下半に張りをもち口緑は肥厚Iろくろ整形。
12. 0して外反する。微細粗粒砂小石含

む。焼成良。 II音灰色。

杯 I 2 I推定口径 体部は下半で張り中位外面に稜を乃くろ整形。
12.9もって開く。口縁は更に開く。微

細粗粒粒含む。軟質。橙褐色。

覆土

16% 

覆土

10% 

杯 I 3 I口径 12. 5器肉厚い。扁平な底部より体部はろくろ整形。底部は回転糸切 り痕覆士

器高 4. 5下端に張りをもって開き器厚を減が残り、糸切り時の粘土が付着す口縁60％と底

底径 6. 0じた口縁は内面に稜をもって更にる。高台は一部剥落するが、雑な部中央35％を

高台径 6.2開く。高台は低く雑なつくりであつくりで、接地面に棒状工具でお欠く。

高台高 0.4る。微細粒砂少整の小石含む。橙こした痕が残る。

褐色。

杯 I 4 I底径 6. 0器肉の薄い低部より体部は下端でろくろ整形。底部に回転糸切り痕。覆士
高台径 7.0肥厚して張る。高台は低くつくり高台は貼付け後雑なナデ。 底部と体下半

高台高 0.5も雑である。微細粒砂含む。茶褐 のみ40%

色一部褐色。

甕 I 5 口径 19. 0屑部はやや張り頸部で括れ、口縁頸部内面に明瞭な巻ぎ上げ痕がみ覆士

は内溝気味にわずかに開いて立ちられる。粘土紐の幅は2.7~3. Qcm口緑と肩部の

上がる。先端で内側につまみ出さ 内面は口縁つまみ出し直下から以 み30%

れる。微細粗粒砂小石含む。焼成 下横位のヘラナデ。外面は磨滅し

良。淡橙色内面淡褐色。 不明瞭となるが、横位、一部斜位

のナデ様ヘラケズ リ。

砥石I6 I現在長13.6石質中粒砂岩。
最大幅 7.8四面全部が使用されているが、幅

厚さ 6. 1の狭い方が両面とも非常に平滑で

ある。先端にも使用痕がある。

カマド出土
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21号住居跡笞匁48図）

19、20号住居跡の南側に検出された。 1号溝に中央を切られ、北側で建物跡と重複（新旧関係不

明）している。平面形は452x 290cmの隅丸長方形を呈し、主軸は N-22°-Eである。壁高は東辺

で約10C11l前後、西辺は確認できなかった。カマドは西辺の南寄りにあるが溝により主体は破壊され

ており、左側壁がわずかに残存しているだけである。カマドに用いられていたと思われる50x 20cm 

大の焼けた片岩がE近くから出土している。柱穴は 3本検出されている。 p3fま溝の壁中に確認し

たものである。 P心深さl9C1ll、Pは 22c111、Pは床面から25C71!を測る。床面は軟弱で凹凸が激しく、

溝をはさんだ南、北側とではlOcmのレベル差がある。遺物は少なく、カマド前面から床直で出土し

た土師尻羽釜須恵器杯（第47図13~15)が出土している。ほかに銀が1点出土している。

□ 
10cm 

第47図 21号住居跡出土土器

21号住居跡出土土器（第47図）

器種番号大きさ(cm) 形態の特徴 手法の特徴 I備考

杯 I 1 I口径 12 81体部は内湾気味に開き内面に緩や1器面磨滅のため整形痕は不明瞭と INo.3 
かな稜をもって口緑はわずはに開 1なる。

く。微粗粒砂含む。軟質。淡橙褐

色。

ロ縁部12%

杯 I 2 I I氏径 5. 71底部は中央がややもち上がり体部ろくろ水挽成形。底部右回りの回 No.3
は下端に張りをもつ。微粗粒砂小転糸切り痕。 底部と体部下

石含む。焼成良。青灰色一部灰色 半のみ。

羽 釜 3 |口径 18. 01丸味をもった体部は鍔部直下より口縁部横ナデ整形が施されるが多 No.l、 覆土

23号住居跡（第48図）

内傾し口縁はやや立ち上がる。鍔少歪む。鍔部は貼付け後横ナデ整口緑部24%

は比較的長く一度つまんで先端を形一部歪む。以下外面横位から斜体上部30%

ひき上げている。細粗粒砂小石含位のヘラケズリ。内面は口唇直下

む。焼成良。淡橙褐色外面一部淡まで横位のヘラナデ。

褐色。

13号住居跡の南側に位置している。4号溝にほぽ中央を切られているが床面には達していない。

380 x 280cmの隅丸長方形を呈し、長軸はほぽ南北である。北東コーナ一部は70x 40cmの範囲が東側

に張り出している。壁高は北壁で30cm、南壁で10cmである。カマドは東辺の東南コーナー寄りにあ

る。焚口部幅60C1/l、壁外に約60cm堀り込まれており、側壁には片岩が設置されている。焼士は約12

cm堆積しており、多くの遺物が残存していた。カマド巻側、東南コーナ一部に55x 40cm、深さ2oc1/l

の貯蔵穴と思われる落ち込みがある。



- 63-

〇）
v̀
 

＼
 0二
[',＇

・'̀．`
 

，
 

，
 

.' 
，
 

¥
9

ー

1

>>

21 

</¥ 
く1

、ICll

lJ-

|口
A A' 

惑翼 尽

゜ 鬱鬱讐讐鬱鬱慧禁職繋警瓢鬱鬱鴫2m 

第48図 21 • 23号住居跡



- 64 -

床面ほぽ全面にわたり落ち込み（北側から 1、 2、 3) がある。 1は150X 115C7/I、深さ45c111（床

面から）を測る。床面に相当するレベルにはロームを用いた貧弱な貼床が認められた。出土遺物は

ない。 2は215X 14QC7/lの不整楕円形を呈 し、深さ45C7/l。 3は110X 9Qc111の楕円形、深さ35C7/l。 2、

3の覆土と住居跡覆土は区別し得ず、出土遺物も住居跡のそれと時期的に大きな隔たりは認められ

ないが、位置から住居跡に付属する施設とは考え難く、重複関係をもつものと思われる。床面は凹

凸が激しいが堅緻であった。とりわけカマド前面は良好である。

遺物は第49図 4が床面落ち込み、 2、他は全てカマドから集中して出土したものである。

23号住居跡出土土器（第49|吝I)

器種番号 1大きさ (cm)I J診態の特徴 手法の特徴 l備考
杯 | 1 I口径 12. 1器肉厚い。扁平な底部より体部はろくろによる整形。底面の切り離カマド内出土

器高 4. 0下端に張りをもって開き、内面にし痕は不明である。高台は貼付け口緑部40%

底径 6. 7稜をもって口緑は更に開く。高台による。 底部80%

高台径 6.3は低くつくり整形とも雑。微細粒

高台高 0.5砂含。軟質。黄褐色内面一部褐色

杯 I 2 I 1-1径 14. 2底部わずかに上げ底。体部は下半胚部はろくろ整形による。高台は No.10

器高 4. 2に張りをもち大きく開く。口緑は貼付後手持ちの横ナデが施される口緑部25%

底径 6. 9外反する。高台は大きく高いが雑が適当で、成形時の指頭圧痕が内底部100%

高台径 8.2なつくりを示す。微細粒砂小石含外面に残り 内部には刷毛目が一定

高台高 1.6む。焼成良。橙茶褐色。 方向につく。

小形甕I 3 I 1コ径 14. 1器肉厚い。扁乎な底部から体部は肩部外面に巻き上げ痕。肩部外面 23住、 23住内

器高 15. 8上半に最大径をもって開き肩部ににはろくろ整形痕のようであるが土猥

底径 7. 2張りをもち頸部で括れ短い口緑は内面の成形痕や口縁一部の歪みか 口縁部50%

開く。微粗粒砂小石含む。焼成良ら回転台によるものと考えられる底部75%

淡褐色。外面体部朱褐色。一部媒雇部以下と底部はヘラケズリ。

甕 I 4 I口径 16. SIわずかに丸味をもった肩部より頸頸部外面に巻き上げ痕。口緑部整 23住、 No.10

部で括れ口縁は内湾しながら直立形横ナデ後肩部外面指頭によるナロ縁部25%

し先端は内側に突出する。微粗粒デ。内面口縁部と肩部木口状のエ

砂含む。焼成良。淡橙褐色。 具によるナデ整形。

甕 5 I口径 23. 01肩部の張りは弱く頸部で括れ、ロロ縁部横ナデ後、外面肩部横位の No.9

縁は外反し先端は立ち上がり気味ヘラケズリ。内面は横位のヘラナロ緑部25%

となる。微細粗粒砂含む。焼成良デ。 眉部20%

淡橙褐色。

甕 I 6 I口径 21叫丸味をもった体部より頸部で括れ口縁部内外面に輪禎痕。口縁部横体部外面にも

ロ縁は外反気味に開く。微粗粒砂ナデ整形と外面肩部横ヘラケズリみ痕。 No.9

甕

含む。やや軟質。暗橙褐色。形態の間に一条の洩い沈線が廻る。内 25%残存

は7に近似する。 面肩部横ヘラナデ。

7 I口径 21.oI体部は上半に最大径をもち頸部は口縁部外面に巻き上げ痕。口緑部 No.2、3、7

内傾し、口縁は外反気味に開く。 整形横ナデ後肩部外面横位、以下 No.9、10

微粗粒砂含む。焼成良。橙褐色。 縦位のヘラケズリ。内面横位のへ 60%
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器種 1番号大きさ(c,几） 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

7
 

ラナデは一部頸部に及ぶ。

羽 釜I8 1口径 21. 21鍔部に丸味をもち口縁は内傾し、 1ろくろ整形。鍔は貼付られる。 120%残存

口唇は直立する。鍔は上部が水平

で丸味をもった三角形を呈する。

微細粒砂小石含む。明茶褐色口縁

部一部黒褐色。

羽 釜I9 I推定口径 体部は鍔部直下にわずかに張りをろくろ整形。鍔は貼付け後ナデ整112鈴

21. 0もち器肉も簿くなる。鍔部より内形。

煩し、口緑は立ち気味となり先端

平坦となり外側につまみ出され

る。鍔は11と同様。微粗粒砂小石含

む焼成良。橙褐色内面主に茶褐色。

羽 釜I10 I口径 22. 21わずかに丸味をもった体部から、 ろくろ格形。鍔は貼付による。 土城内出土

鍔部で内傾し口緑は直立する。鍔 15%残存

は上面が水平の三角形を呈する。

微細粒砂含む。焼成良。茶褐色。

羽 釜 11 I口径 21. 9 I体部はほとんど張りをもたず鍔直外面に巻上げ痕。ろくろ整形。鍔 No.4

上で内傾し、口縁は先端が肥厚しは貼付後ナデ整形。 20% 

平坦となり直立する。鍔は上部が

水平で下部が斜辺となる三角形。

微粗粒砂小石含む。焼成良。器面

磨滅。橙褐色口縁一部黄褐色。

羽 釜I12 I口径 22. 61直線的に開いた体部から鍔部でやろくろ整形。外面は鍔下3.5~4c11l I No.12 

や内傾し口縁は立ち上がり気味とのところから縦位のヘラケズ リ。 20飴

なる。口唇は平坦で外面につまみ鍔は貼付けによる。

出される。鍔は小さく断面三角形

となる。微粗粒砂小石含む。焼成

良。淡橙褐色一部赤褐色、褐色。

羽 釜I13 I口径 22. 91鍔部で内傾し、口縁は立ち上がる。つくり、整形とも雑である。巻上 No.l
口唇は平坦となりわずかに外側にげ成形後ろくろによる整形。鍔は 25%

つまみ出される。口縁は歪み波状貼付け後ナデ成形。 須恵器

となる。鍔は低く断面三角形を呈

するが成形雑で歪む。微細粗粒砂

小石含む。焼成良。灰色。

甕又は 14 底径 6. 5径の小さな底部より下端にわずか 内面は回転ナデ痕がみられるが登 No.6

羽釜の な張りをもち体部は大きく開く。然としておらず特に底部には凹凸体部25%

底部 器肉は均ーではないが厚手であが激しく体部にはヘラナデ痕もみ底部100%

る。微粗粒砂小石含む。焼成良。外られる。外面は体部も底部もヘラ

面明茶褐色一部褐色。内面橙黄褐ナデ整形が施される。

色で器面磨滅。
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(3) 建物跡（第50図）
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第50図 建 物 跡

円形周溝の東南部を切り、 さらに19、20号住居跡と重複している。 3間X2間 (625X 423CIIL)の

東西棟建物跡。長軸は N-79°―E。柱間は 7尺等間。柱掘形は Ph P2、p5、P7が楕円形で、
他は角ばった平面プラソを呈している。規模、深さは表に示した。桁行南側は柱筋が心心をきれい

にとおっているが、北側は P1、p4の妻柱を除ぎ若干ずれている。覆土から土師器杯、須恵器杯の

ミi大きさ l柱 痕 l深 さ ミi大きさ i柱 痕 l深 さ

P1 85X 65 30 34 p, 75 X 66 4QX 34 41 

P2 69X 48 38X 22 40 P10 74X 61 30X 20 33 

Ps 72X 54 24 45 P11 82 X 56 25 X 15 15 

P4 71 X 61 29 X 18 46 P12 20 X 16 16X 13 20 

P5 85 X 71 35 P13 29X 24 16 32 

P 6 64X 57 37 X 30 39 P14 27X 25 10 20 

P1 79 X70 50X 46 29 P15 42X 35 19 X 13 27 

P8 58 X 56 35 X 30 45 （単位 cm) 
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少片が出土している。

南側に隣接して小ビッ ト(P12~P1s)が並ぶ。建物跡とそろわないため廂と考え難く、柵に近い

機能をもつものか。覆土はサラサラの黒色土で柱穴充土に近い。

建物跡出土土器（第51図）

1. 土師器杯。25％残存。堆定口径12.9cm。扁乎な底部より、体

部はわずかに内湾して開ぎ 口縁へと移行する。 口縁は先端が尖る。

胎土はやや粗く軟質で、全体が磨滅し整形痕は不明である。明橙褐

色。

2. 須恵杯。 口縁部20%。底部50％の残存率。口径12.OC1／↓、 器高

―-ニ
ロニ2

10cm 

第51図建物跡出士土器

3. 3cm、底径7.1虚。径の大きな底部は扁平で、体部はわずかに内湾し、口緑は玉縁となってやや外

反する。胎土は微粗粒砂含みやや軟質。灰色。ろくろ整形。底部は回転糸切りによる切り離し。

(4) 土壊、井戸、溝、 トレソチ出土遺物

土壊（第53図）

15号住居跡の北側緩斜面に4基の土凛が検出された。プラ｀ノ確認面の標高は77.78mである。 4

基とも近接しており、ほぽ同じ規模、深さをもち平面形は隅丸長方形を呈す。うち 1~3号土渡は

主軸をそろえ並んでいる。覆土はローム ブロックを含む黒色土ないし褐色土である。図示し得る遺

物はないが、小片からすると集落の時期と大差はないと思われる。データは下表のとおりである。

~I 規 模 (cm) 深 さ (cm)J 主 軸 I 覆 士

1 号 159 X 120 16 N-25°-W  ① 褐色土 ② 黒色土

2 号 143 X 123 22 N-20°―w ① 褐色土 ②黒色土

3 号 146 X 98(131) 19 N-20°-W 褐色土

4 号 121 x llO 12 N-30°-W 黒色土

井戸跡（第53図）

調査区南寄り、 2号住居跡と 5、6号住居跡

の中間に検出された。平面形は220X 2Q5C111の楕

円形を呈し、 プラン確認面から80C1/i下がった所

でオーバーハソグし、一150ばで底に到る。 底

はほぼ平坦で、調査時 (7月）に20~30Cntの湧

水を見た。覆土は自然堆積の状況を呈しており

ローム粒子混りの黒色土が主体をなしていた。

上部でわずかながら焼土が認められた。

遺物は陶器小片を覆士中から得たのみである

が、上面南側に55X 4QC111、深さ20cmの浅い落ち

込みがあり、第52図のほぽー個体分の羽釜が出

土した。

i
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第52図井戸跡出土土器
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井戸跡出土土器（第52図）

土師器羽釜、口径22.oc加。胴下半、底部を欠き体部中位に張りをもつ。口縁は内側に肥厚し、鍔

部より内傾する。鍔は小さく断面三角形を呈する。ロクロ整形、外面大半は縦位のヘラ削り。体部

内面は剥落が目立つ。胎土に砂、小石を含み、焼成良。暗茶褐色。体部下半に煤付倍。

溝（第 6、54図）

1号溝 調査区北側で安光寺2号墳の周溝南側に隣接し、路線をほぽ横切ってのびる。走向はN

-55°―Eで、わずかに蛇行する。断面は＼＿／状で上端幅222~128cm、乎均200cm前後、両端の 2号
溝を併せた部分では270cm、下端幅は30~5Qcm、深さは斜面上部にあたる北東寄りで約100cm、南西

するに従い浅くなり、 2号溝との交点では75cmを測る。底は部分的に凹凸があるがほぽ平坦で、徐

々にレベルを下げており排水には都合良い。第54図の土層断面図は安光寺2号墳の南北土層断面の

延長部分にあたる。覆土はロームブロック及び黒色土をまだらに含む黒褐色土一層であった。良く

しまった土層で、近世以降のいわゆる境界溝とは明瞭に識別される。

覆土中から土師器、須恵器、陶器の小片および鉄滓が出土している。

2号溝（第6図）

1号溝の西端から発し等高線を

切って東南に下る。途中トレ‘ノチ

で確認した部分を含め約lOOmに

わたり調査した。走向は N-41°

-Wで1号溝と成す角度は直角に

近い。断面の形状は 1号溝とほぽ

同じであるが、部分的にV字状を

呈す。上端幅は190~10Qcm、平均

15Qcm前後、下端乎坦部幅100~40

cm、平均50cm前後、 深さ120~50

cm、両端の底のレベル差は470抗吼

を測る。南下するに従い浅くなり

未調査区で谷に連結すると思われ

る。右図土層断面図位置は15号住

居跡北側、 1号褐色土には炭化物

片が含まれている。南西寄りでは

沿1

it2 

員
／`ー

ー／
疇 2m 

l 

1号溝 1．表土 2．褐色土 3．黒褐色土（ローム黒色土プロック含）
2号溝 1．褐色土 2．暗褐色土 3．黄褐色土 4．褐色土 5．黒褐色土

第54図 1、2号溝土層断面図

3、4層に加え 2層に近似する黒色土、黒褐色土が主体となっている。

覆土中から土師器、須恵器、陶器、磁器（舶載青磁含）片、および鉄滓が出土している。

3号溝（第6図）

調査区北寄り、 18号住居跡の南に検出された。 N-34°-E方向にのびている。 全長6mを確認

したのみで、東側は古墳周溝跡中に消え、西側は攪乱を受けているためその消長は不明。幅12QC1//。

深さ5Qcm前後。覆土中から須恵器片のほか刀子、鏃（第57図）、 寛永通宝が1枚出土している。
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4号溝（第6図）

3号溝の南側でほぼ平行し、古墳周溝、 1号溝を切り、 23号住居跡近くで南に折れる。走向はN

-32°―E。 幅95~155cm、深さは23号住居跡と重複する部分で42cm、 2号溝との重複部分でI2Qcm
を測る。 23号住以南では浅くなり明らかにし得なかった。

覆土上部から須恵器、陶器、磁器片がわずかに出土している。

2号溝出土遺物（第55図）

器種 1番号大きさ(cm) 形態の特徴 l 手法の特徴 備考

杯 | 1 I底径 5. 6小さな径の底部より体部は下端にろくろ整形。底部に右回りの回転覆土
高台径 6.4張りをもって開く。高台は歪む。 糸切り痕。高台は貼付け。つくり底部のみ

高台高 0.6接地部内側。微細粒砂小石含む。 整形とも雑。杯部内面はほとんど高台30%欠損

焼成良。淡褐色、底部外面黒色。 器面が剥落する。

小形甕| 2 I口径 14．叫丸味をもった体部より頸部で括れ口縁部整形横ナデ後、外面肩部横円形周溝

ロ縁はやや内湾して「ハ」の字に位、以下縦位のヘラケズリ。内面 25%

開く。微粗粒砂含む。密。焼成良指頭による横位のナデ。

黒色、内外面とも一部淡橙褐色。

甕 | 3 I底径 7．叫底部は器肉厚く中央がややもち上ろくろ整形。底部は静止糸切りに円形周溝
がる。微細粒砂含む。密。焼成良よる切り離し。外面体部下端はへ底部のみ

内面橙褐色。外面茶褐色部分的にラケズリ 。

褐色。

甕 I 4 I底径 1゚． 8|扁平な底部は器肉薄く体部下端は底部外面に静止糸切痕。体部下端溝2号
器厚を増す。微細粒砂多く含む。 はヘラナデ。内面は器面磨滅のた 20%

小石。内面暗灰色。外面淡灰青色め不明。

甕 | 5 I推定底径 器厚は底部に比し体部が非常に厚Iろくろ整形。高台は貼付け。
10.2くなる。空気が入っていたための

高台径10.7空洞が 2ケ所にみられる。高台は

高台高 0.8低く接地部が広い。微粒砂含む密

焼成良。内面暗灰色。外面灰青色

体部と高台接地部まで施釉。

溝 2号

20% 

甕 6 I底径 12.6器厚は均ーで底部扁平。体部はわろくろ整形。 高台は横ナデ後、 内諧2号

高台径13.1ずかに丸味をもって開く。高台は面周囲を回転ヘラケズリ。 30% 

高台高 0.6削り出しによる。白く細い針状の

鉱物、微粒砂、小石少盤含む。密

内面紫赤色。外面黒褐色。一部自

然釉が付着し剥落する。

杯 I 7 I底径 8.3底部は中央がやや突出する。高台ろくろ水挽整形。底部は回転ヘラ溝2
高台径 8.6は高く「ハ」の字に開き外面に段ケズリ。高台は貼付による。杯部 40%

をもち接地部は内側となる。胎土内面に重ね焼痕。

密。比較的硬質。灰白色。釉色は

淡緑色。

土錘I8 I現在長 6叫端部を欠くがほぼ完形。茶褐色。 I孔径 3皿。重さ28.5 fl。
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第55図 2号溝出土追物

トレンチ出土遺物（第56図）

器種 1番号 1大きさ(cm)I形態の特徴 手法の特徴 I備考
杯 I 1 I口径 10.9小形。底部は器肉薄い。体下端はろくろ整形。底部は右回りの回転 トレソチ

器高 3. 5肥厚して開き、内面に稜をもって糸切り痕。糸切り時の粘土の凹凸 40%

底径 5. 9口縁は開く。微粗粒砂含む。焼成が残る。

良。黄褐色まだらに淡褐色。体部

下半に内外面とも黒斑。

杯 | 21底径 5. 4扁乎な底部より体部は下半に張りろくろ賂形。底部は回転糸切り痕トレソチ 5
高台径 5.5をもって開く。高台は余り開かず高台は貼付け。 底部75%

高台高 0.7接地面は丸味をもつ。微細粗粒砂 高台30形

小石含む。軟質。内面淡褐色。内

面の半分と外面は淡橙褐色を示し

もろくなる。

杯 | 3 |口1釜 12. 1小さな径の底部より体部は下半にろくろ整形。底部に糸切り痕。高墨書「人」
器高 3. 4張りをもって開く 。口縁は内面に台はつくり、整形ともに雑で歪み、口縁部25%を

底径 6. 0緩い稜をもって外反する。高台の貼付けた所から全部剥離している欠く 。

高台径 5.8つくりは雑である。微細粗粒砂小

高台高 0.8石含む。焼成良。色調は 2と同様

底部に黒斑。

杯 | 4 I口径 7. 31扁平な底部より体部は下端に張りろくろ水挽成形。底部回転糸切り トレ‘ノチ3
をもつ。微粗粒砂含む。焼成良。 は一度糸の入れなおしをしており 30%

淡灰色。 体下端に糸痕が残る。

甕 | 5 |推定口径 1頸部より大きく開き更に外反して 1ろくろ使用。

48, 0外側に凸帯をつまみ出 し、口縁先

端は立ち上がる。微粗粒砂小石含

む。硬質。暗灰青色。

砥石I6 12. 9 X 5. 6 I凝灰岩製。四面とも使用される。

トレンチ

12% 

厚さ 2.6 

（遺構ー中島 宏、遺物一鈴木仁子）
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第56図 トレソチ出士遣物

陶磁器（図版14)

表土および 1、2号溝覆土から陶磁器細片が検出されている。

1、2は中国製青磁。 1は灰色がかかった暗緑色、 2は白緑色に発色している。 1は発色にむら

があり器面がうすく剥れているのが目立つ。 2は竜泉窯系青磁で内外面とも釉は厚い。 3、6は鉄

釉天目茶碗。 6は口縁上部が直立ぎみで口唇部が外反する。3は淡いチョコレート色。 6は黒褐色

に発色している。胎土は 3が青白色、 6は黄味がかかった灰白色。 4は志野小皿。低い高台がつき

見込みにはトチソの痕がのこる。貫入が著しい。 5も志野系。小さな高台がつく碗底部。見込み部

に銅緑釉がかけられ暗緑色に発色している。 7は常滑風の甕小片。胎土、釉調が北坂遺跡例（図版69)

に酷似しており在地産の可能性がある。 8は美濃擢鉢。底部は0.5cmとうすいつくり。 9、10は甕底

部、ぶ厚なつくりで内面に自然釉がふいている。 7と同様に在地産とも考えられる。

（中島宏）

(5) 鉄器（第57図）
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1. 1号住 2. 2号住 3. 7号住 4. 15号住 5. 18号住 6. 19号住 7. 8. 3号溝

第57図鉄 器

①～⑧ 鉄製品 ②は鍛造の摯先、③⑦は鉄鏃片、⑤は鋸子、⑥⑧は刀子と考えられる。②の黎

刃部は鋭利で、袋部は肉がやや薄い。⑤は元来毛抜的機能と考えられてきたが、頭部に円環が見ら

れ、端部が欠損して不明であるが、ここが木質部等に接合され、環部に懸ける用途が想定される。

⑥の刀子に関しては、背幅もしっかりし、刃部は差程研減は見られない。 （増田逸朗）
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(6) 縄文時代の遺物

i 石器（第58図）

本遺跡からは若千の縄文土器片とともに、 2点の石器が出土している。いずれも平安時代の遺構

から出土したもので、本来の出土位置は不明である。あるいは東側に隣接する古墳の墳丘から出土

した石器群と関連があるかもしれないが、確証はない。

O 10cm 
| | | 

; 1 
こ
第58図石 器

1は挽形を呈した打製石斧である。刃部が欠損している。厚さは一定せず、基部が最も厚い。側

辺部からの調整で形を整えているが、丁寧なつくりとはいいがたい。基部付近に、僅かに磨耗した

痕跡が認められるが、風化がすすんでいるため詳細は不明である。 長9.2cm、巾4.7cm、厚1.6cm、

重76g、細粒砂岩製、 2号溝出土。2は縦長剥片を素材とした石匙である。打撃面に近い両側辺を

調整加工して僅かに挟りを入れ、基部を作出している。片側辺は表裏面からの調整加工が施されて

いるが、もう一方の側辺には、加工痕か使用痕か判断に苦しむ小さな剥離痕がみられる。形のよく

整った優品で、完形品である。 長7.0cm、巾3.OC1/l、厚1.ocm、重23g、硬質砂質頁岩製、 15号住居

跡出土。

以上2点が本遺跡から出土した石器のすべてである。僅か 2点の出土であり、該期の遺構も検出

されていないので、多くを語ることはできない。正確な帰属時期も不明であるが、僅かに出土した

縄文の土器片が目安となろう。 （水村孝行）

ii 縄文土器（第59図）

清水谷遺跡で出土した蠅文土器は表土、国分期の住居跡および溝の覆土から出土したもので、該

期の遺構は検出されなかった。総計64片で早期から中期の土器があるが、主体は加曾利E式土器で

ある。以下時期、型式ごとに報告する。

1群 早期を一括する。押型文土器 (1類）と条痕文系土器 (2類）がある。

1類 (1、2)

山形文が施文されたもの、 2片とも胴部破片で縦位施文。 1は全面施文と思われる。条ほ 4ない

し5条、原体の径は復元でぎない。胎土にチャートチップ、長石、微砂粒、片岩を含む。うち片岩

（最大 6吼m)は多く含まれ、器表に出たものが施文を妨げている。赤褐色。 2は無文部があり密接

施文ではない。条は 3条以上で、山形の各振幅は不規則である。施文にあたり力をぬいた部分があ

りき半置半転の縄文ミに近い山形文となっている。胎土に微砂粒、雲母、片岩粒を含む。焼きは良

く、赤褐色を呈す。
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第59図

u
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2類 (3~7) 

貝殻条痕が施された群。胎土に繊維を含む。

縄 文 土

り
／
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器

3は内外面に浅い条痕が横走し、 口唇上と：：：たが：：：

上に円形竹管文が施文されている。：：：たが：：：に施された刺突は等間でなく、施文角度も一定でない。

波状口縁を呈しそうであるが、小破片のため不確定。褐色を呈し、焼成は良く堅緻である。 4は表

面に縄文RL、内面に条痕が施文されている。繊維を多菫に含み空洞になっている部分がある。表

面茶褐色、内面黒色、 5~7は内外とも条痕文。 5の外面の条痕は浅く擦痕状。 6、7は深く施文

されている。

定できよう。

5は茶褐色、 6は暗褐色、 7ほ赤褐色を呈す。 3は茅山下層式、 5は該様式末葉に比

Il群 (8~11) 諸磯式土器を一括する。 8は地文に縄文RLを施し、 ロ縁に沿って多載竹管に

より平行沈線を引く。 ロ唇上には不規則な刺突が施されている。灰褐色を呈す。諸磯b式に比定さ

れよう。 9、11は縄文RL、10は口縁部で縄文RLとLRにより羽状纏文が施文されている。 9~ 

11は赤褐色。

Ill群 (12~16)

形。周囲の研磨は顕著ではなくミ打ち欠含=整形によっている。重さ20g、13は深鉢胴部破片。地

文に縄文RLが縦位に施文され、隆帯が垂下する。 EI式に比定でぎる。 14はわずかに内濡するロ

加曾利E式土器を一括する。 12は土器片利用の土製円板。 3.6x 3. 7cmのほぽ円

縁部片。口縁に沿って太目の沈線がめぐり、 「の」字状の沈線が垂下する。地文は縄文LRか。 15

の懸垂文は上端で連結すると思われる。 16は6本単位の条線が施されている。 16はEll式、 14、15

はEIII式に比定されよう。 （中島 宏）
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